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現
代
日
本
の
音
楽
学
は
欧
米
の
音
楽
学
の
輸
入
の
系
譜
を
ひ
く
研
究
が
支
配
的
で
あ
る
た
め
、
今

日
注
目
す
る
者
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
西
洋
音
楽
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
近
世
日
本
で
も
旺

盛
な
楽
律
研
究
の
営
み
が
あ
っ
た
。
儒
学
が
官
学
化
し
浸
透
し
た
近
世
に
は
、
儒
学
者
を
中
心
に
し

て
、
儒
教
的
な
意
味
に
お
け
る
「
楽
」
の
「
律
」
を
探
求
す
る
学
が
盛
ん
に
な
り
独
自
の
展
開
を
見

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
一
般
に
謂
う
音
楽
理
論
の
研
究
と
重
な
る
部
分

も
あ
る
が
、
異
な
る
問
題
意
識
の
上
に
展
開
し
て
い
た
た
め
大
分
色
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
近
世
日
本
で
開
花
し
て
い
た
楽
律
研
究
の
営
み
を
掘
り
起
こ
す
手
始
め
と
し
て
、
京
都

の
儒
学
者
、
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
の
楽
律
研
究
に
注
目
し
、
惕
斎
が
切
り
拓
い
た

楽
律
学
の
要
点
と
意
義
を
試
論
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
考
え
る
惕
斎
の
楽
律
学
の

意
義
は
次
の
六
点
に
要
約
さ
れ
る
。
①
『
律
呂
新
書
』
に
基
づ
き
楽
律
の
基
準
音
、
度
量
衡
の
本
源

と
し
て
の
「
黄
鐘
」
の
概
念
を
示
し
た
、
②
『
律
呂
新
書
』
を
基
本
に
す
る
こ
と
で
近
世
日
本
の
楽

律
学
を
貫
く
、
数
理
的
な
音
律
理
解
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
、
③
『
律
呂
新
書
』
の
説
く
「
候
気
」
の

説
は
受
け
入
れ
ず
、
楽
律
の
基
は
人
声
と
す
る
考
え
方
を
提
示
し
た
、
④
古
の
楽
律
を
探
求
す
る
に

あ
た
っ
て
、
実
証
、
実
験
を
重
ん
じ
た
、
⑤
古
の
楽
律
の
探
求
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
優
位
性
を
説

い
た
、
⑥
古
の
楽
の
復
興
を
希
求
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
楽
律
、
中
村
惕
斎
、
律
呂
新
書
、
古
楽
復
興
、
江
戸
時
代

は
じ
め
に

❶
近
世
日
本
に
お
け
る
楽
律
研
究
の
盛
行

❷
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究

❸
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
意
義

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

現
代
日
本
の
音
楽
学
は
欧
米
の
音
楽
学
の
輸
入
の
系
譜
を
ひ
く
研
究
が
支
配
的
で

あ
る
た
め
、
今
日
注
目
す
る
者
は
少
な
い
が
、
西
洋
音
楽
が
導
入
さ
れ
る
以
前
の
近

世
日
本
で
も
旺
盛
な
楽
律
研
究
の
営
み
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
楽
律
研
究
は

近
世
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
中
世
ま
で
も
音
律
や
楽
理
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
は
楽
家
か
声
明
家
に
よ
る
も
の
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
儒

学
が
官
学
化
し
浸
透
し
た
近
世
に
は
、
儒
学
者
を
中
心
に
し
て
、
儒
教
的
な
意
味
に

お
け
る
「
楽
」
の
「
律
」
を
探
求
す
る
学
）
1
（

が
盛
ん
に
な
り
独
自
の
展
開
を
見
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
一
般
に
謂
う
音
楽
理
論
の
研
究
と
重
な
る
部

分
も
あ
る
が
、
異
な
る
問
題
意
識
の
上
に
展
開
し
て
い
た
た
め
大
分
色
合
い
を
異
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
近
世
の
楽
律
学
盛
行
の
端
緒
を
開
い
た
の
は
京
都

の
儒
学
者
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
か
つ
て
、従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
江
戸
後
期
の
音
楽
史
の
一
側
面
で
あ
る
、

理
想
の
楽
（
古
の
楽
）
を
探
し
求
め
た
学
者
、
文
人
、
武
家
ら
の
営
み
に
注
目
し
た

論
考
を
著
し
た
）
2
（

。
そ
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
動
向
の
底
流
に
あ
っ
て
影
響
を
与
え
続
け

た
と
考
え
ら
れ
る
楽
律
学
の
存
在
に
注
目
し
、
中
村
惕
斎
、
荻
生
徂
徠
ら
の
事
績
に

言
及
し
た
。し
か
し
前
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
一
端
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
前
稿
の
楽
律
学
に
関
す
る
部
分
を
発
展
さ
せ
、
筆
者
の
考
え
る
中

村
惕
斎
が
切
り
拓
い
た
楽
律
学
の
要
点
と
意
義
を
提
示
し
、
近
世
日
本
で
開
花
し
て

い
た
楽
律
研
究
の
営
み
を
掘
り
起
こ
す
手
始
め
に
し
た
い
と
思
う
。

❶
近
世
日
本
に
お
け
る
楽
律
研
究
の
盛
行

近
世
の
日
本
で
楽
律
研
究
が
盛
行
し
て
い
た
事
実
は
、
数
多
く
著
さ
れ
た
楽
律
の

研
究
書
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
掲
げ
て
お

く
。

・
楽
律
、
音
律
、
十
二
律
、
律
呂
等
の
研
究
書

中
根
元
圭
『
律
原
発
揮
』（
元
禄
五
年
刊
）、斎
藤
元
成
『
楽
律
要
覧
』（
宝
永
四
年
）、

荻
生
徂
徠
『
楽
律
考
』、
岡
昌
名
『
楽
調
弁
覧
』、
同
『
算
律
和
解
』、
太
宰
春
台
『
律

呂
通
考
』、佐
野
興
津
浜
農
夫『
律
学
大
指
』（
享
保
十
七
年
刊
）、富
永
仲
基『
楽
律
考
』、

近
藤
西
涯
『
音
律
考
』（
宝
暦
元
年
）、
山
県
大
弐
『
楽
律
考
注
』、
村
井
能
章
『
律

原
正
説
』（
逸
書
）、桑
原
典
淳『
律
呂
考
』（
宝
暦
十
一
年
）、源
時
擁『
楽
律
瑣
語
』（
明

和
五
年
）、
荻
生
金
谷
『
楽
律
考
証
』（
逸
書
）、
永
田
忠
宜
『
音
律
或
問
』（
安
永
六

年
）、
実
昌
任
『
楽
律
考
』（
安
永
七
年
）、
毛
利
壺
丘
『
楽
律
考
』（
逸
書
）、
橘
南

谿
『
国
語
律
呂
解
』（
寛
政
七
年
刊
）、
同
『
漢
語
律
呂
解
』（
逸
書
）、
関
嘉
『
律
数

揚
搉
』（
享
和
二
年
刊
）、
奥
田
尚
斎
『
十
二
律
考
』、
水
野
吉
有
『
楽
律
雑
記
』、
久

米
某
『
黄
鐘
志
並
十
二
律
管
寸
分
』、
平
岩
元
珍
『
移
易
新
書
』（
文
化
元
年
）、
中

島
高
雲
『
十
二
律
正
義
』（
文
化
二
年
）、鈴
木
蘭
園
『
律
呂
辨
説
』（
文
化
十
三
年
刊
）、

同
『
蘭
園
先
生
答
毛
利
図
書
君
楽
律
之
問
書
』、
座
光
寺
南
屏
『
音
律
考
』（
逸
書
）、

樺
島
石
梁
『
律
呂
抄
解
』、
宗
淵
『
音
律
秘
要
』、
豊
陽
秋
『
音
律
解
』、
岩
垣
松
苗

『
周
語
律
考
』、
本
居
内
遠
『
音
律
考
』、
栗
原
信
充
『
律
呂
集
義
』、
蒔
田
雁
門
『
周

語
律
呂
天
文
考
』、
岡
本
況
斎
『
律
呂
上
生
下
生
』（
逸
書
）

・『
律
呂
新
書
』
の
研
究
書

中
村
惕
斎
『
筆
記
律
呂
新
書
』、
斎
藤
元
成
『
修
正
律
呂
新
書
』（
元
禄
十
年
刊
）、

増
田
立
軒
『
律
呂
新
書
句
解
』（
逸
書
）、
蟹
養
斎
『
読
律
呂
新
書
記
』、
同
『
律
呂

新
書
考
要
』（
逸
書
）、
鈴
木
蘭
園
『
律
呂
新
書
筆
記
』、
鈴
木
蘭
園
講
・
中
川
修
根

筆
『
律
呂
新
書
辨
解
』（
寛
政
二
年
）、山
本
清
渓
『
律
呂
新
書
訳
説
』、内
堀
英
長
『
律

呂
新
書
解
』、
同
『
律
呂
新
書
私
考
』、
林
品
美
『
律
呂
資
講　

律
呂
新
書
註
解
』

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、「
楽
律
」
の
語
を
書
名
に
含
む
書
物
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
、
音
律
を
意
味
す
る
「
律
呂
」
の
語
が
書
名
に
多
く
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
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る
。
中
世
ま
で
の
楽
家
、
声
明
家
な
ど
の
著
し
た
音
律
理
論
に
関
す
る
書
物
の
題
名

は
「
音
律
」
が
主
流
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
近
世
的
な
特
徴
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
楽
律
」
と
は
「
楽
」
の
「
律
」
の
こ
と
で
あ
り
、そ
の
前
提
に
は
儒
教
的
な
「
楽
」

の
概
念
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
儒
教
で
謂
う
「
楽
」
は
、『
論
語
』
に
「
鄭
声

の
雅
楽
を
乱
る
を
悪
く
む
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
節
度
の
あ
る
表
現
を
基
調
に
し
た

古
来
の
正
楽
で
あ
る
「
雅
楽
」
を
重
ん
じ
、「
鄭
声
」
に
代
表
さ
れ
る
俗
楽
を
排
斥

す
る
傾
向
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
日
本
の
楽
律
学
は
、
こ
う
し
た
意
味
に
お

け
る
「
楽
」
を
対
象
に
し
、
そ
の
「
律
」
す
な
わ
ち
基
本
と
な
る
音
律
の
正
し
い
在

り
方
や
意
義
を
探
求
す
る
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
た
）
3
（

。
儒
教
で
は
正
し
い
「
楽
」
は
古

の
聖
人
が
制
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
天
地
自
然
の
理
に
応
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
正
し
い
楽
律
に
よ
る
楽
は
、
人
の
心
を
正
し
、
神
人
が
和
し
、
ひ

い
て
は
天
下
（
社
会
）
が
よ
く
治
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
ゆ
え
天
地
宗
廟
の

祭
祀
や
宮
中
の
饗
宴
に
用
い
る
の
が
相
応
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の
反
面
正
し
く
な
い
楽
律
に
よ
る
淫
楽
は
、
人
の
心
を
乱
し
、
天
下
（
社
会
）
が
乱

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
た
め
、
楽
律
学
の
目
的

は
、
正
し
い
楽
律
（
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
古
の
聖
代
の
楽
律
）
の
探
求
に
あ
り
、
楽

律
に
潜
む
人
為
を
排
し
た
法
則
や
意
義
の
探
求
が
そ
の
基
調
を
な
す
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

「
楽
律
」
と
並
ん
で
近
世
の
書
名
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
先
述
の
通
り
「
律
呂
」

の
語
で
あ
る
。
楽
律
を
構
成
す
る
十
二
律
（
十
二
の
音
律
）
は
古
代
中
国
で
は
六
律
、

六
呂
に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、「
律
呂
」
は
古
来
音
律
を
意
味
す
る
用

語
で
も
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
古
く
よ
り
そ
う
し
た
用
法
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
平
安
時
代
に
「
律
」「
呂
」
が
、
催
馬
楽
や
楽
曲
の
調
子
の
分
類
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、「
ろ
れ
つ
（
呂
律
）
が
回
ら
な
い
」
の

語
源
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
呂
律
」
と
逆
に
し
て
呼
ぶ
慣
習
が
広
が
っ
て
お
り
、
楽

家
や
声
明
家
の
著
し
た
書
名
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
「
呂
律
」
と
す
る
例
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
「
律
呂
」
が
盛
行
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
ま
た
近
世
的
な
特
徴
と
い
え

る
。
な
お
、「
律
呂
」
の
語
の
広
ま
り
は
宋
の
蔡
元
定
著
『
律
呂
新
書
』
が
楽
律
学

者
に
多
く
読
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
書
物
を
生
み
出
し
た
近
世
の
楽
律
学
は
一
つ
の
大
き
な
領
域

を
形
成
し
て
お
り
、
一
編
の
論
文
で
論
じ
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
の
全
貌
を

論
じ
る
用
意
は
現
在
の
筆
者
に
は
な
い
）
4
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
つ
の
足
掛
か
り
と

し
て
、
端
緒
を
開
い
た
中
村
惕
斎
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
惕
斎

の
楽
律
学
の
意
義
や
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
る
前
に
、
筆
者
が
現
状
で
把
握
し

得
て
い
る
範
囲
の
楽
律
学
の
展
開
の
様
相
を
、
京
都
、
江
戸
、
名
古
屋
、
そ
の
他
の

地
域
に
分
け
て
、
関
与
し
た
人
物
を
通
し
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

【
京
都
】

江
戸
後
期
の
京
都
の
楽
律
研
究
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
っ
た
鈴
木
蘭
園
の
弟
子
達

に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
律
呂
新
書
弁
解
）
5
（

』
跋
文
冒
頭
に
「
古
来
言
律
呂
者
多
矣
、

而
至
律
呂
新
書
出
、
無
復
言
者
、
本
邦
中
邨
氏
、
夙
好
此
書
、
数
ニ
講
之
、
自
是
而

後
、
四
方
好
古
之
士
、
有
道
焉
者
（
以
下
略
）」
と
見
え
る
よ
う
に
、
近
世
の
楽
律

学
は
京
都
の
儒
学
者
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
二
）
が
『
律
呂
新
書
』
を
講

説
す
る
こ
と
に
始
ま
っ
た
。

惕
斎
の
楽
律
研
究
は
本
稿
の
課
題
で
あ
る
の
で
次
章
以
降
で
詳
し
く
見
る
こ
と
に

す
る
が
、
こ
こ
で
は
二
人
の
門
弟
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
惕
斎
の
楽

律
研
究
に
は
音
律
に
通
じ
た
晩
年
の
門
弟
の
斎
藤
元
成
（
生
没
年
不
詳
）
の
存
在

が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
斎
藤
元
成
は
『
楽
律
要
覧
』
以
外
の
著
作
が
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
詳
細
不
詳
で
あ
る
が
惕
斎
の
楽
律
学
の
後
継
者
で
あ
り
、
惕
斎
に
請
わ
れ
て
元

禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
『
修
正
律
呂
新
書
』
を
刊
行
し
、
惕
斎
没
後
の
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
に
は
『
楽
律
要
覧
』
を
著
し
て
い
る
。

楽
律
学
に
関
与
し
た
惕
斎
の
門
弟
に
は
、
増
田
立
軒
（
一
六
六
四
〜
一
七
四
三
）

も
い
る
。
立
軒
は
徳
島
藩
医
増
田
策
庵
の
次
男
で
、
惕
斎
の
孫
の
自
安
を
妻
と
し
、
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惕
斎
没
後
に
一
時
は
そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
と
い
う
が
、
の
ち
徳
島
に
戻
り
藩
の
儒

官
に
な
っ
た
。
立
軒
は
惕
斎
の
著
書
の
多
く
を
出
版
し
、
惕
斎
の
事
績
を
ま
と
め
た

『
惕
斎
先
生
行
状
』
も
著
し
た
。
同
書
に
は
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
事
績
も
書
き
留
め

ら
れ
て
お
り
、
惕
斎
の
楽
律
研
究
を
復
元
す
る
糸
口
と
な
る
。
そ
し
て
自
身
も
『
律

呂
新
書
句
解
』『
楽
説
紀
聞
』
等
を
著
し
た
ら
し
い
が
、
い
ず
れ
も
逸
書
の
た
め
不

詳
で
あ
る
。
ま
た
楽
律
学
に
つ
い
て
は
惕
斎
の
信
用
を
得
な
か
っ
た
ら
し
く
、
惕
斎

は
楽
律
学
に
つ
い
て
は
元
成
に
託
し
た
と
み
ら
れ
る
）
6
（

。

そ
の
他
京
都
で
は
惕
斎
の
楽
律
研
究
と
前
後
し
て
、
算
術
家
・
暦
算
家
の
中
根
元

圭
（
一
六
六
二
〜
一
七
三
三
）
が
平
均
律
の
算
出
法
を
載
せ
た
『
律
原
発
揮
』
を
刊

行
し
て
い
る
）
7
（

。
そ
の
後
、医
者
の
鈴
木
蘭
園
（
一
七
四
一
〜
一
七
九
〇
）、医
者
で
『
東

西
遊
記
』
等
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
橘
南
谿
（
一
七
五
三
〜
一
八
〇
五
）、
国

学
者
で
大
炊
御
門
家
諸
大
夫
の
山
本
清
渓
（
藤
原
正
臣
、
一
七
五
四
〜
一
八
二
三
）、

近
江
大
津
出
身
の
儒
学
者
内
堀
英
長
（
一
七
七
四
〜
一
八
三
二
）
等
、
多
く
の
者
が

楽
律
の
研
究
を
行
い
、
こ
れ
ら
に
中
世
以
来
の
楽
家
や
僧
侶
の
研
究
も
加
わ
り
、
京

都
は
楽
律
学
の
中
心
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。『
律
呂
新
書
』
の
研
究
が
陸
続
と

続
い
た
の
も
京
都
の
楽
律
学
の
一
つ
の
特
色
で
あ
っ
た
。

な
お
京
都
で
は
市
井
に
も
そ
の
影
響
が
浸
透
し
て
い
た
ら
し
く
、『
平
安
人
物
志
）
8
（

』

で
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
版
以
降
に
「
律
学
」
の
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、
下
記
の

人
名
が
見
出
せ
る
。

若
江
長
松
（
文
政
五
年
版
）
七
絃
琴
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

尾
崎
積
興
（
文
政
五
年
版
）
桂
宮
（
京
極
宮
）
諸
大
夫
。

藤
原
金
道
（
文
政
五
年
版
）
良
工
で
も
あ
っ
た
。

中
川
壺
山
（
文
政
五
年
版
）
医
家
、
鈴
木
蘭
園
の
門
弟
。

平
宗
城
（
文
政
五
年
版
、
文
政
十
三
年
版
、
天
保
九
年
版
）

釈
宗
淵
（
文
政
五
年
版
、
文
政
十
三
年
版
、
天
保
九
年
版
）
大
原
普
賢
院
の
僧
侶
。

著
書
多
数
。

中
原
職
一
（
文
政
十
三
年
版
）
有
職
部
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

斎
部
孝
義
（
文
政
十
三
年
版
）
阿
波
の
麻
殖
郡
忌
部
神
社
の
社
司
。
家
職
を
嗣
秀
孝

に
譲
っ
た
後
、
京
に
上
る
。

弓
削
刑
部
（
文
政
十
三
年
版
、
天
保
九
年
版
、
嘉
永
五
年
版
、
慶
応
三
年
版
）
禁
裡

右
近
府
の
鼓
師
。

吉
江
文
江
（
嘉
永
五
年
版
）
七
絃
琴
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

佐
藤
元
道
（
嘉
永
五
年
版
、
慶
応
三
年
版
）、
医
家
、
算
数
玄
機
に
も
載
せ
ら
れ
る
。

原
田
秀
幹
（
慶
応
三
年
版
）
箏
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
物
に
は
著
書
を
残
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
律
学
家
と
し

て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
律
学
（
楽
律
学
）
が
市
民
権
を
得
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

【
江
戸
】

江
戸
に
お
け
る
楽
律
学
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
荻
生
徂
徠

（
一
六
六
六
〜
一
七
二
八
）
で
あ
る
。
古
文
辞
学
の
提
唱
で
知
ら
れ
る
徂
徠
は
「
詩

文
礼
楽
」
を
重
ん
じ
、
礼
楽
の
研
究
書
も
多
く
著
し
た
が
、
楽
律
の
研
究
に
お
い
て

は
日
本
の
十
二
律
中
の
黄
鐘
（
お
う
し
き
）
が
古
代
中
国
の
黄
鐘
（
こ
う
し
ょ
う
）

に
相
当
す
る
な
ど
、
独
自
の
見
解
を
残
し
た
。
徂
徠
の
楽
律
学
を
継
承
し
た
の
が
、

門
下
の
太
宰
春
台（
一
六
八
〇
〜
一
七
四
七
）で
、そ
の
他
に
も
山
県
大
弐（
一
七
二
五

〜
一
七
六
七
）、
福
井
藩
の
蒔
田
雁
門
な
ど
も
徂
徠
の
著
書
に
註
を
施
し
て
い
る
。

江
戸
で
は
そ
の
後
に
考
証
学
者
も
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
狩
谷
棭

斎
（
一
七
七
五
〜
一
八
三
五
）、
幕
臣
の
栗
原
信
充
（
一
七
九
四
〜
一
八
七
〇
）、
岡

本
況
斎
（
一
七
九
七
〜
一
八
七
八
）
な
ど
で
あ
る
。
狩
谷
棭
斎
は
度
量
衡
の
研
究
で

も
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

【
名
古
屋
】

京
都
、
江
戸
と
並
ん
で
楽
律
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
名
古
屋
で
あ
っ

た
。
代
表
的
な
人
物
は
儒
学
者
の
蟹
養
斎
（
一
七
〇
五
〜
一
七
七
八
）、
名
古
屋
藩

士
の
永
田
忠
宜
（
一
七
四
六
〜
一
八
〇
五
）、
尾
張
藩
儒
の
関
元
洲
（
一
七
五
三
〜

一
八
〇
六
）、
国
学
者
で
尾
張
出
身
の
本
居
内
遠
）
9
（

（
一
七
九
二
〜
一
八
五
五
）、
名
古
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屋
藩
士
の
平
岩
元
珍
（
？
〜
一
八
一
八
）
等
で
あ
る
。
平
岩
元
珍
の
周
囲
で
は
共
同

研
究
も
行
わ
れ
て
い
た
。

【
そ
の
他
の
地
域
】

楽
律
研
究
は
時
代
が
下
る
と
各
地
に
波
及
し
て
い
っ
た
。
携
わ
っ
た
主
な
人
物

は
、
下
総
の
人
で
七
十
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
金
砂
田
楽
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
実
昌
任
（
不
詳
）、
惕
斎
や
徂
徠
と
は
異
な
る
独
自
の
楽
律
研
究
を
行
っ
た
大
坂

の
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
〜
一
七
四
六
）、
備
前
の
儒
学
者
近
藤
西
涯
（
一
七
二
三

〜
一
八
〇
七
）、
熊
本
藩
の
医
者
村
井
能
章
（
一
七
〇
二
〜
一
七
六
〇
）、
豊
後
佐
伯

藩
の
毛
利
壺
丘
（
一
七
三
〇
〜
一
七
八
六
）、
西
洋
の
楽
律
を
研
究
し
た
津
山
藩
の

蘭
学
者
宇
田
川
榕
庵
（
一
七
九
八
〜
一
八
四
六
）
等
で
あ
る
。
な
お
、
宇
田
川
榕
庵

の
研
究
は
一
見
特
異
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
榕
庵
は
中
根
元
圭
『
律

原
発
揮
』
や
近
藤
西
涯
『
音
律
考
』
を
参
照
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
近
世
の
楽

律
学
の
展
開
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

以
上
は
、
楽
律
学
に
携
わ
っ
た
人
物
を
通
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
著

し
た
書
物
は
水
戸
、
尾
張
、
紀
州
の
徳
川
御
三
家
を
は
じ
め
と
し
て
、
仙
台
藩
伊
達

家
、
金
沢
藩
前
田
家
、
土
佐
藩
山
内
家
、
小
浜
藩
酒
井
家
、
平
戸
藩
松
浦
家
、
岡
藩

由
学
館
、
米
沢
藩
興
譲
館
な
ど
、
諸
国
の
大
名
や
藩
校
な
ど
が
保
持
し
て
い
た
例
が

多
い
こ
と
も
、
楽
律
学
の
近
世
文
化
に
お
け
る
位
置
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
事

実
で
あ
る
。

❷
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究

前
引
の
『
律
呂
新
書
弁
解
』
跋
文
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
世
の
楽
律
学
は
京

都
の
儒
学
者
中
村
惕
斎
が
『
律
呂
新
書
』
に
注
目
し
、
こ
れ
を
講
説
す
る
こ
と
に
始

ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。『
律
呂
新
書
』
は
南
宋
の
学
者
で
朱
熹
に
師
事
し
た
蔡

元
定
（
一
一
三
五
〜
一
一
九
八
）
が
著
し
た
楽
律
の
研
究
書
で
、
律
呂
本
原
、
律
呂

證
弁
の
二
巻
お
よ
び
朱
熹
の
序
文
か
ら
な
り
、
黄
鐘
を
は
じ
め
と
し
た
十
二
律
の
精

緻
な
数
値
、
六
十
調
に
対
応
す
る
た
め
の
六
変
律
、
楽
律
の
基
を
定
め
る
た
め
の
候

気
（
気
の
観
察
）
の
法
な
ど
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
明
代
の
『
性
理
大
全
』
に
も
収

め
ら
れ
た
。

で
は
、
こ
の
『
律
呂
新
書
』
に
注
目
し
近
世
の
楽
律
学
の
端
緒
を
開
い
た
中
村
惕

斎
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
い
か
な
る
契
機
で
楽
律
研
究
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

中
村
惕
斎
は
京
都
の
儒
学
者
で
、
名
は
之
欽
、
字
は
敬
甫
で
、
惕
斎
と
号
し
た
。

当
時
は
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
〜
一
七
〇
五
）
と
並
び
称
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現

在
の
注
目
度
は
仁
斎
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
近
代

以
降
に
著
さ
れ
た
評
伝
も
僅
か
に
柴
田
篤
、
辺
土
名
朝
邦
『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家

十
一　

中
村
惕
斎
・
室
鳩
巣
』〔
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三
年
〕
が
数
え
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
現
在
通
行
し
て
い
る
唯
一
の
評
伝
で
あ
る
同
書
に
よ
る
と
、
惕
斎
は
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
に
京
都
室
町
通
二
条
に
、
父
定
次
、
母
塩
屋
氏
の
第
七
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
中
村
家
は
も
と
河
州
石
川
郡
仲
邨
邑
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
村

を
姓
と
し
、
惕
斎
の
曾
祖
父
の
代
よ
り
和
泉
国
堺
津
に
住
み
、
祖
父
の
代
か
ら
は
京

都
に
移
り
住
ん
だ
。
生
業
は
曾
祖
父
ま
で
は
農
業
で
あ
っ
た
が
、
祖
父
の
代
よ
り
商

家
と
な
り
、
父
定
次
は
か
な
り
の
財
を
な
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
学
問
に
心
を

う
ば
わ
れ
た
惕
斎
の
興
味
と
関
心
は
商
売
に
は
な
く
「
商
家
に
生
長
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
物
価
を
識
ら
」ず
、番
頭
に
財
産
を
騙
し
取
ら
れ
て
も
全
く
意
に
介
さ
な
か
っ

た
と
い
う
。
八
歳
の
と
き
に
四
書
を
学
び
、
十
八
歳
の
頃
に
『
性
理
大
全
』
を
研
究

し
、
程
朱
学
を
儒
学
の
正
統
と
し
て
尊
信
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
そ
の
生
涯
は

専
ら
儒
学
（
宋
学
）
の
探
求
に
向
け
ら
れ
た
。

惕
斎
は
独
学
で
経
学
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
る
事
物
の
知
識
（
正
理
）
を
身
に
つ

け
た
と
い
う
。
格
物
致
知
の
実
践
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
範
囲
は
、
門
弟
の
増

田
立
軒
が
著
し
た
『
惕
斎
先
生
行
状
）
10
（

』
に
よ
る
と
、礼
儀
文
章
、雅
楽
正
律
（
楽
律
）、

天
文
暦
数
、
地
理
、
鳥
獣
草
木
、
尺
度
量
衡
、
四
声
五
音
（
音
韻
）、
彫
刻
書
画
に
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ま
で
及
ん
で
い
た
。
前
掲
書
（『
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
十
一　

中
村
惕
斎
・
室
鳩

巣
』）
は
惕
斎
の
事
績
を
詳
細
に
跡
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ

て
も
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
惕
斎
の
雅
楽
正
律
研

究
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
し
か
し
門
弟
の
増
田
立
軒
は
多
岐
に
わ
た
る
惕
斎
の

学
究
の
中
で
も
雅
楽
正
律
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
考
え
て
い
た
と
み
え
、

『
惕
斎
先
生
行
状
』（
以
下
、『
行
状
』）
で
は
全
十
七
丁
の
う
ち
の
二
丁
も
の
紙
数
を

こ
れ
に
費
や
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
『
行
状
』
を
中
心
に
し
て
惕
斎
の
雅
楽

正
律
研
究
の
概
要
を
み
て
い
き
た
い
。

『
行
状
』
に
よ
る
と
、
惕
斎
は
楽
を
講
じ
よ
う
と
し
て
、
古
楽
を
知
る
拠
と
し
て

一
千
有
余
年
の
歴
史
を
も
つ
宮
中
所
伝
の
雅
楽
に
注
目
し
、笙
、箏
、琵
琶
等
を
学
び
、

正
月
の
舞
御
覧（
禁
裏
で
行
わ
れ
た
舞
楽
会
、江
戸
時
代
の
恒
例
行
事
）を
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
楽
の
歴
史
を
考
察
し
、
宮
中
所
伝
の
雅
楽
が
本
来
の
雅
楽
で
は
な
く
隋
唐

の
燕
楽
に
由
来
す
る
と
い
う
考
え
に
至
り
、
古
楽
を
探
求
す
る
べ
く
蔡
元
定
著
『
律

呂
新
書
』を
深
く
研
究
す
る
よ
う
に
な
り
）
11
（

、そ
の
楽
理
や
数
術
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
楽
律
は
難
解
な
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
惕
斎
の
考
え
を
理
解
で
き
た
の

は
米
川
操
軒
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
行
状
』
に
は
惕
斎
が
楽
を
講
じ
よ
う
と
し

た
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
惕
斎
の
著
わ
し
た
『
操
軒
米
先
生
実
記
）
12
（

』
に
よ

る
と
、
惕
斎
が
操
軒
と
と
も
に
楽
律
の
探
求
を
始
め
た
の
は
米
川
操
軒
（
一
六
二
六

〜
一
六
七
八
）が
四
十
一
歳
か
ら
四
十
七
歳
の
頃
の
話
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た『
行

状
』
に
よ
る
と
惕
斎
の
楽
律
研
究
に
は
、
こ
れ
に
関
心
を
寄
せ
た
公
卿
の
小
倉
実

起
（
一
六
二
二
〜
一
六
八
四
）
や
楽
家
の
安
倍
季
尚
（
一
六
二
二
〜
一
七
〇
八
）
等

も
関
与
し
た
が
、
実
起
が
配
流
さ
れ
る
と
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
と
い
う
。
小
倉
実
起

が
小
倉
事
件
に
よ
っ
て
佐
渡
に
配
流
さ
れ
る
の
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
で
あ
る

か
ら
、
惕
斎
の
最
初
の
楽
律
研
究
は
四
十
代
か
ら
五
十
代
の
始
め
の
こ
ろ
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
晩
年
に
音
調
を
解
す
る
斎
藤
元
成
な
る
人
物
を
門
弟
に
得
て
、
惕
斎

の
楽
律
研
究
は
再
燃
し
た
。『
行
状
』
に
よ
る
と
、
こ
の
こ
ろ
惕
斎
は
『
律
呂
新

書
』
を
元
成
に
講
説
し
（『
行
状
』
に
は
「
講
明
律
呂
新
書
、
発
其
文
義
、
授
其
数

術
、
成
能
領
之
」
と
あ
る
）、『
律
呂
新
書
』
の
誤
字
衍
字
を
正
し
、
筆
記
（『
筆
記

律
呂
新
書
』）
三
巻
を
著
し
、
信
頼
す
る
に
た
る
古
尺
を
択
ん
で
四
つ
の
古
律
を
撰

し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
銅
製
の
黄
鐘
の
律
管
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
古
楽
の

説
を
悉
く
元
成
に
伝
え
た
。
斎
藤
元
成
が
惕
斎
に
請
わ
れ
て
『
修
正
律
呂
新
書
』
を

刊
行
し
た
の
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
度
目
の
楽
律
研
究

は
六
十
代
後
半
か
ら
七
十
代
に
か
け
て
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
行
状
』
に
よ
る
と
、
惕
斎
の
楽
律
研
究
は
友
人
の
米
川
操
軒
、
門

弟
の
斎
藤
元
成
、
楽
に
通
じ
た
公
卿
の
小
倉
実
起
、
楽
家
の
安
倍
季
尚
と
の
交
遊
の

中
で
進
め
ら
れ
、そ
の
ピ
ー
ク
は
二
度
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
、

『
行
状
』
に
書
き
留
め
ら
れ
た
逸
話
か
ら
は
次
ぎ
の
五
点
に
要
約
さ
れ
る
。

（
一
）
日
本
の
宮
中
所
伝
の
雅
楽
の
起
源
は
隋
唐
の
燕
楽
で
、
本
来
の
雅
楽
で
は
な

い
こ
と
を
明
示
し
た
）
13
（

。

（
二
）
三
分
損
益
法
に
不
可
避
で
あ
る
「
律
呂
相
生
、
往
而
不
還
之
説
」
を
楽
人
ら

と
と
も
に
実
証
し
た
（
後
述
）。

（
三
）
日
本
の
楽
理
で
調
名
と
律
名
が
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
）
14
（

。

（
四
）『
律
呂
新
書
』
を
講
説
し
、『
筆
記
律
呂
新
書
』
を
著
し
、『
修
正
律
呂
新
書
』

を
刊
行
さ
せ
た
（
後
述
）。

（
五
）
古
尺
を
実
証
し
、
そ
れ
に
よ
る
律
管
を
試
作
し
た
（
後
述
）。

『
行
状
』
で
立
軒
は
こ
の
話
題
の
最
後
を
「
嗚
呼
漢
魏
以
来
、古
楽
之
説
紛
紛
不
一
、

孰
能
正
之
、
而
蔡
氏
正
之
於
前
、
其
功
固
偉
然
矣
、
先
生
発
之
於
後
、
蓋
亦
相
伯
仲

云
」
と
結
ん
で
い
る
。
惕
斎
は
『
律
呂
新
書
』
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
楽
律
書
を
著

さ
な
か
っ
た
が
、
当
時
周
囲
に
い
た
も
の
の
目
に
は
惕
斎
の
楽
律
研
究
が
宋
の
蔡
元

定
に
匹
敵
す
る
高
み
に
映
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
立
軒
は
こ
の
方
面
は
惕

斎
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
惕
斎
は
自
ら
が
誤
字
衍
字
を
正
し
た
『
修

正
律
呂
新
書
』
の
刊
行
は
元
成
に
行
わ
せ
た
。
そ
の
元
成
は
『
修
正
律
呂
新
書
）
15
（

』
跋

文
で
惕
斎
の
律
呂
新
書
研
究
に
つ
い
て
「
正
其
謬
誤
、
補
其
闕
脱
、
而
訓
點
之
、
且
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闡
明
其
所
未
発
、
論
弁
其
所
未
尽
」
と
記
し
、
謬
誤
を
正
し
、
闕
脱
を
補
い
、
訓
点

を
施
し
た
に
止
ま
ら
ず
、
未
発
を
闡
明
し
、
未
尽
を
論
弁
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

立
軒
は
蔡
元
定
と
惕
斎
を
「
伯
仲
」
と
み
た
が
、
そ
れ
は
抽
象
的
な
修
辞
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、「
成
、能
く
之
を
領
す
」
と
さ
れ
た
斎
藤
元
成
の
言
う
「
未
発
の
闡
明
」

「
未
尽
の
論
弁
」
は
惕
斎
の
楽
律
学
の
内
容
を
深
く
理
解
し
た
上
で
の
言
辞
と
思
わ

れ
る
。
で
は
、
元
成
は
惕
斎
の
楽
律
学
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
。

『
修
正
律
呂
新
書
』
跋
文
の
末
尾
を
「
切
望
四
方
好
古
之
君
子
、
有
以
共
済
先
生

之
志
也
」
と
結
ん
だ
元
成
は
、
惕
斎
没
後
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
、
難
解
な

惕
斎
の
楽
律
学
を
専
門
家
か
ら
一
般
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
人
に
広
め
る
た
め
、
そ

の
要
点
を
簡
約
し
た
『
楽
律
要
覧
）
16
（

』（
以
下
、『
要
覧
』）
を
著
し
た
。『
要
覧
』
は
以

下
の
内
容
か
ら
な
っ
て
い
た
。

第
一　

律
呂
ノ
本
原
黄
鐘
ヲ
定
ム
ル
ノ
説
（
律
呂
（
楽
律
）
の
本
原
と
し
て
黄
鐘
の

管
を
定
め
る
こ
と
）

第
二　

律
尺
考
験
ノ
略
并
古
尺
ノ
説
（
古
尺
の
考
証
）

第
三　

十
二
律
三
分
損
益
シ
テ
往
テ
返
ラ
サ
ル
ノ
説（
十
二
律
が
循
環
し
な
い
こ
と
）

第
四　

変
律
并
五
声
二
変
六
十
調
ノ
説
（『
律
呂
新
書
』
の
変
律
、
五
声
、
二
変
声
、　　

　
　

六
十
調
の
解
釈
）

附
四
清
声
八
十
四
声
ノ
説
、
嬰
羽
嬰
商
ヲ
用
ル
誤
、
及
ヒ
今
ノ
箏
調
ノ
論
（
日

本
の
楽
理
用
語
の
誤
り
の
指
摘
）

第
五　

雅
楽
燕
楽
ノ
論
（
日
本
の
宮
中
雅
楽
の
由
来
）

　
　

附
唐
宋
明
并
我　

邦
ノ
律
ノ
弁

第
六　

音
楽
ノ
大
意
（
序
文
に
「
巻
末
ニ
ハ
亦
竊
ニ
愚
意
ノ
趣
ク
所
ヲ
加
ヘ
」
と
見

え
る
の
で
、
第
六
は
元
成
が
付
加
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
但
し
内
容
は
後
述

す
る
よ
う
に
惕
斎
の
古
楽
観
を
惕
斎
の
句
解
か
ら
記
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。）

こ
れ
ら
が
元
成
の
目
か
ら
み
た
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
成
果
の
要
点
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

❸
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
意
義
―
そ
の
後
の
楽
律
学
の
展
開
を

踏
ま
え
て

　

前
章
で
は
増
田
立
軒
の
『
行
状
』
と
斎
藤
元
成
の
『
要
覧
』
か
ら
み
た
惕
斎
の
楽

律
研
究
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
惕
斎
の
周
囲
に
居
た
も
の
が

記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
要
点
を
表
し
て
い
る
に
違
い
は
な
い

が
、
立
軒
、
元
成
は
も
と
よ
り
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
楽
律
学
の
展
開
を
知
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
近
世
日
本
で
開
花
し
た
楽
律
学
の
展
開
に
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究
を
位

置
付
け
る
に
は
、
自
ず
と
別
の
視
点
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
に

は
筆
者
が
現
段
階
で
把
握
し
得
て
い
る
惕
斎
以
降
の
楽
律
学
の
展
開
を
踏
ま
え
た
上

で
、
惕
斎
の
創
見
や
楽
律
学
上
の
意
義
を
、
試
み
に
次
ぎ
の
六
項
目
に
分
け
て
み
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
（
結
果
と
し
て
、
楽
律
学
の
課
題
で
は
な
い
雅
楽
の
起
源
の
問

題
と
、特
に
発
展
性
を
含
ま
な
い
用
語
の
問
題
は
、本
稿
で
は
省
く
こ
と
に
な
っ
た
）。

な
お
惕
斎
の
楽
律
学
は
、
主
と
し
て
惕
斎
著
『
筆
記
律
呂
新
書
）
17
（

』『
律
尺
考
験
）
18
（

』
と

元
成
著
『
楽
律
要
覧
』
に
も
と
づ
く
。

①
『
律
呂
新
書
』
に
基
づ
き
楽
律
の
基
準
音
、
度
量
衡
の
本
源
と
し
て
の
「
黄
鐘
」

の
概
念
を
示
し
た
。

②
『
律
呂
新
書
』
を
基
本
に
す
る
こ
と
で
近
世
日
本
の
楽
律
学
を
貫
く
、
数
理
的
な

音
律
理
解
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

③
『
律
呂
新
書
』
の
説
く
「
候
気
」
の
説
は
受
け
入
れ
ず
、
楽
律
の
基
は
人
声
と
す

る
考
え
方
を
提
示
し
た
。

④
古
の
楽
律
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
証
、
実
験
を
重
ん
じ
た
。

⑤
古
の
楽
律
の
探
求
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
優
位
性
を
説
い
た
。

⑥
古
の
楽
の
復
興
を
希
求
し
た
。

①
『
律
呂
新
書
』
に
基
づ
き
楽
律
の
基
準
音
、
度
量
衡
の
基
と
し
て
の
「
黄
鐘
」
の
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概
念
を
示
し
た
。

中
国
の
よ
う
に
王
朝
交
替
に
よ
る
度
量
衡
の
改
変
の
経
験
の
無
か
っ
た
日
本
で

は
、
基
準
音
（
日
本
で
は
壹
越
）
や
十
二
律
の
ピ
ッ
チ
は
古
来
の
音
律
（
お
そ
ら

く
は
奈
良
時
代
に
定
め
ら
れ
た
も
の
）
を
、
耳
で
確
認
し
な
が
ら
受
け
継
い
で
き

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
京
都
方
篳
篥
の
楽
家
の
安
倍
季
尚
が
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
に
成
っ
た
『
楽
家
録
』
に
お
い
て
律
管
の
作
法
を
「
本
邦
、
截
律
管
、

不
據
中
華
之
法
、
無
用
三
分
損
益
及
管
長
圍
径
之
法
、
惟
摸
古
来
所
伝
之
律
声
而

已
）
19
（

」
と
、
三
分
損
益
等
に
據
ら
ず
、
た
だ
古
来
所
伝
の
律
声
を
摸
し
て
き
た
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。

律
管
の
伝
存
例
は
乏
し
い
が
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

の
中
世
の
恩
徳
院
律
管
を
摸
し
た
律
管
（
寛
政
三
年
、
太
秦
広
統
作
。
歴
博
の
資
料

番
号
はH

-46-154-3

）
等
を
み
る
と
、
日
本
の
律
管
は
小
型
で
度
量
衡
の
基
準
と
は

結
び
つ
き
よ
う
も
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
実
際
の
調
絃
等
に
際
し
て
は
、

図
竹
（
竹
管
の
下
部
に
笙
と
同
様
の
簧
を
付
け
た
も
の
）
等
が
頻
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た
の
で
、
惕
斎
が
『
律
呂
新
書
』
を
通
し
て
、
楽
律
の

基
準
音
、度
量
衡
の
基
と
し
て
の
「
黄
鐘
（
こ
う
し
ょ
う
）」
の
概
念
を
提
示
し
、「
黄

鐘
」
の
律
管
を
定
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
も
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
、
楽
律
学
に
携
わ
っ
た
者
の
多
く
が
古
の
本
来
の
「
黄
鐘
」

の
律
管
の
実
寸
や
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
考
証
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た

し
、
度
量
衡
の
研
究
が
活
発
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
）
20
（

。
そ
れ
ゆ
え
『
要
覧
』
で
も
第
一
に
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
②
『
律
呂
新
書
』
を
基
本
に
す
る
こ
と
で
近
世
日
本
の
楽
律
学
を
貫
く
、
数
理
的
な

音
律
理
解
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。

『
修
正
律
呂
新
書
』
跋
文
に
元
成
が
「
其
理
精
微
、
其
辞
明
確
、
固
万
世
律
学
之

楷
範
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、『
律
呂
新
書
』
は
、
三
分
損
益
）
21
（

に
よ
る
音
律
の
生

成
法
を
精
緻
な
数
理
で
記
述
し
、
形
が
無
い
た
め
具
体
的
に
把
握
し
が
た
い
音
律
の

原
理
を
、
客
観
的
に
理
解
で
き
る
説
明
を
施
し
て
い
る
）
22
（

。
例
え
ば
、
十
二
律
の
全
て

を
整
数
で
記
述
す
る
た
め
に
、
黄
鐘
の
律
管
の
数
値
（
黄
鐘
之
実
）
を
三
の
十
一
乗

す
な
わ
ち
十
七
万
七
千
百
四
十
七
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
か
ら
は
十
二
律

の
数
値
（
十
二
律
之
実
）
は
左
記
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

十
二
律　

十
二
律
之
実　
　
　
　
　
　

相
生
順
位
（
対
応
す
る
十
二
支
）

黄
鐘　
　

十
七
万
七
千
百
四
十
七　
　

1　
（
子
）

大
呂　
　

十
六
万
五
千
八
百
八
十
八　

8　
（
未
）

太
簇　
　

十
五
万
七
千
四
百
六
十
四　

3　
（
寅
）

夾
鐘　
　

十
四
万
七
千
四
百
五
十
六　

10　
（
酉
）

姑
洗　
　

十
三
万
九
千
九
百
六
十
八　

5　
（
辰
）

仲
呂　
　

十
三
万
千
七
十
二　
　
　
　

12　
（
亥
）

賓　
　

十
二
万
四
千
四
百
十
六　
　

7　
（
午
）

林
鐘　
　

十
一
万
八
千
九
十
八　
　
　

2　
（
丑
）

夷
則　
　

十
一
万
五
百
九
十
二　
　
　

9　
（
申
）

南
呂　

　

十
万
四
千
九
百
七
十
六　

　

4　
（
卯
）

無
射　

　

九
万
八
千
三
百
四　

　
　
　

11　
（
戌
）

応
鐘　

　

九
万
三
千
三
百
十
二　

　
　

6　
（
巳
）

（
※
『
律
呂
新
書
』
で
は
相
生
順
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
音
高
順
に
並
べ

替
え
た
。）

惕
斎
が
『
筆
記
』
に
「
皆
是
自
然
天
成
而
不
雑
一
毫
人
為
者
也
」
等
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
、『
律
呂
新
書
』
の
数
理
に
よ
る
音
律
の
相
互
関
係
の
明
解
な
説
明
は
近
世

の
合
理
を
指
向
す
る
思
考
法
と
合
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
に
楽
律
を
論
じ
る
者

は
、『
律
呂
新
書
』
を
直
接
に
引
用
し
て
い
な
い
書
で
も
、
ほ
ぼ
一
様
に
三
分
損
益

法
に
よ
る
数
理
的
な
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
）
23
（

。

も
っ
と
も
『
律
呂
新
書
』
で
示
さ
れ
た
巨
大
か
つ
細
か
す
ぎ
る
数
値
は
、
実
感
と
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し
て
把
握
さ
れ
る
音
律
に
結
び
つ
き
に
く
い
。
惕
斎
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
と

み
え
、『
筆
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

「
又
按
凡
律
管
三
分
損
益
而
定
其
長
短
、亦
是
大
数
耳
、況
衆
管
之
孔
径
、最
難
均
一
、

管
長
毫
忽
之
弁
、
非
人
工
目
力
所
能
及
」

「
黄
鐘
一
律
、
既
成
則
高
下
清
濁
之
声
、
逓
相
協
而
生
焉
、
故
管
之
長
短
、
実
定
于

人
之
聴
察
矣
」

つ
ま
り
、
数
字
は
大
数
で
あ
っ
て
、
実
際
の
管
は
孔
径
を
均
一
に
し
が
た
く
、
僅
か

な
相
違
は
人
の
目
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
黄
鐘
一
律
を
定
め
れ
ば
、
残

り
の
管
は
実
際
に
は
人
の
聴
察
に
よ
っ
て
定
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
惕
斎

は
中
国
の
儒
者
が
数
値
に
拘
泥
し
す
ぎ
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
実
践
に
即
し
て
楽
律
を
考
え
る

者
に
は
等
し
く
受
け
継
が
れ
て
い
き
、
荻
生
徂
徠
も
「
徂
徠
先
生
曰
、
律
之
有
数
法

時
、
使
人
知
大
体
耳
、
至
其
精
微
、
則
定
之
以
耳
而
巳
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
述

べ
て
い
る
（
太
宰
春
台
『
律
呂
通
考
）
24
（

』）。

こ
の
よ
う
に
楽
律
学
者
は
数
理
に
よ
る
理
解
を
前
提
に
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
数

理
と
実
用
の
楽
律
を
分
け
て
捉
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
こ
こ
に
看
過
で
き

な
い
の
は
、
楽
律
が
数
理
の
問
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
算
術
家
が
楽
律
学
に
関
与

す
る
道
が
開
け
た
こ
と
で
あ
る
。
右
記
の
よ
う
な
精
緻
な
数
値
が
示
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
十
二
律
に
内
在
す
る
次
ぎ
の
二
つ
の
問
題
が
明
る
み
に
で
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
は
、
十
二
番
目
に
生
じ
る
仲
呂
（
十
三
万
千
七
十
二
）
を
三
分
損
一
（
三

分
の
二
に
す
る
）
し
て
得
ら
れ
る
音
律
（
八
万
七
千
三
百
八
十
一
．
三
三
三
．．．）

は
、
黄
鐘
の
半
声
（
二
分
の
一
に
す
る
）
の
音
律
（
八
万
八
千
五
百
七
十
三
、五
）

よ
り
僅
か
に
高
く
な
っ
て
し
ま
う
（
数
が
小
さ
く
な
る
）
こ
と
で
あ
り
）
25
（

、
二
は
十
二

律
相
互
の
隣
り
合
う
音
程
（
半
音
の
音
程
）
が
二
つ
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る

（
二
千
百
八
十
七
分
の
二
千
四
十
八
と
二
百
五
十
六
分
の
二
百
四
十
三
）。
前
者
は
古

来
よ
り
知
ら
れ
た
数
理
で
あ
る
の
で
、
漢
代
に
は
京
房
に
よ
っ
て
六
十
律
、
五
世
紀

に
は
銭
楽
之
に
よ
っ
て
三
百
六
十
律
な
ど
も
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
律

呂
新
書
』
に
「
世
之
論
律
者
、
皆
以
十
二
律
為
循
環
相
生
、
不
知
三
分
損
益
之
数
、

往
而
不
還
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、宋
代
に
は
実
際
に
は
理
解
す
る
者
は
少
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
（
後
述
）。
日
本
で
も
藤
原
孝
道
著
『
残
夜
抄
）
26
（

』
に
「
黄
鐘
林
鐘
大

蔟
（
中
略
）
中
呂
と
め
ぐ
り
て
、
中
呂
か
ら
黄
鐘
へ
は
か
え
る
な
り
」
と
見
え
る
よ

う
に
、
十
二
律
は
循
環
す
る
と
い
う
理
解
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ

う
な
数
値
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
微
細
な
音
程
の
相
違
が
は
っ
き
り
と
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
問
題
を
解
消
す
る
に
は
、
五
度
、
四
度
の
協

和
を
捨
て
て
、
十
二
平
均
律
を
求
め
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
、
算
術
家
の
中

根
元
圭
が
「
欲
令
之
斉
、
朝
思
夕
慮
、
創
為
之
法
」（『
律
原
発
揮
）
27
（

』）
と
し
て
、
平

均
律
を
算
出
す
る
方
法
を
開
発
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
）
28
（

。
し
か
し
、
平
均

律
の
算
出
は
近
世
の
楽
律
学
の
中
で
は
特
異
な
例
外
で
あ
り
、
当
時
は
ほ
と
ん
ど
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

③
『
律
呂
新
書
』
の
説
く
「
候
気
」
の
説
は
受
け
入
れ
ず
、
楽
律
の
基
は
人
声
と
す

る
考
え
方
を
提
示
し
た
。

音
律
を
数
値
で
示
す
こ
と
に
は
、
聴
察
と
の
乖
離
と
は
別
の
次
元
の
基
本
的
な
欠

陥
が
あ
る
。
い
く
ら
精
緻
で
あ
っ
て
も
数
値
は
音
律
の
相
対
的
な
関
係
を
示
す
の
に

限
ら
れ
、
絶
対
的
な
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
黄
鐘
の

律
管
を
、
長
さ
九
寸
、
空
囲
（
面
積
）
九
分
、
容
積
八
百
十
分
と
定
め
、
そ
の
実
数

を
十
七
万
七
千
一
百
四
十
七
と
定
め
れ
ば
、
黄
鐘
と
他
の
十
一
律
と
の
相
対
的
な
関

係
は
数
値
で
微
細
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
黄
鐘
を
規
定
す
る
九
寸
と
は

そ
も
そ
も
い
か
な
る
長
さ
に
な
る
の
か
。
黄
鐘
を
度
量
衡
の
基
準
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
黄
鐘
の
絶
対
音
高
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
一
体
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
る
の
か
。
実
際
に
は
漢
代
以
来
、
黍
を
累
ね
て
決
め
る
方
法
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
黍
の
大
き
さ
は
一
定
で
は
な
く
、
縦
、
横
、
斜
め
の
い
ず
れ

に
累
ね
る
か
に
よ
っ
て
も
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
こ
う
し
た
方
法

は
結
局
尺
度
を
先
に
定
め
て
か
ら
楽
律
を
定
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
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こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て『
律
呂
新
書
』で
は
、漢
書
に
記
さ
れ
た「
候
気
」（
気

の
観
察
か
ら
黄
鐘
の
高
さ
を
定
め
る
方
法
）
を
主
張
し
て
い
る
。
候
気
の
法
で
絶
対

音
高
を
定
め
れ
ば
確
か
に
黄
鐘
の
音
高
を
度
量
衡
に
先
立
っ
て
定
め
る
こ
と
に
は
な

る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
気
の
観
察
か
ら
絶
対
音
高
を
定
め
る
と
い
う
の
は
、
い
か

に
も
不
可
解
で
あ
ろ
う
。

楽
律
研
究
に
実
験
を
重
ん
じ
た
惕
斎
で
あ
る
が
、
候
気
の
法
に
つ
い
て
は
「
近
儒

皆
不
取
之
」（『
筆
記
』）
と
し
て
ま
と
も
に
取
り
上
げ
ず
、
実
験
を
試
み
た
形
跡
は

な
い
。
そ
し
て
「
夫
律
之
生
于
積
黍
、
定
于
候
気
、
皆
経
之
所
不
言
、
姑
舎
而
不
論

焉
」（『
筆
記
』）
と
見
え
る
よ
う
に
、
黍
を
累
ね
て
黄
鐘
を
決
め
る
積
黍
も
、
気
の

観
察
に
よ
る
候
気
も
楽
律
を
定
め
る
方
法
と
し
て
共
に
否
定
し
た
。

で
は
、
惕
斎
は
楽
律
の
本
を
何
で
定
め
る
べ
き
と
考
え
た
か
。『
筆
記
』
で
惕
斎

は
前
引
の
箇
所
に
続
け
て
「
其
本
于
人
声
也
、
敦
容
異
論
者
哉
」
と
述
べ
、
人
の
声

が
基
準
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
に
至
っ

た
論
拠
と
し
て
、『
虞
書
』
の
「
詩
言
志
、
歌
永
言
、
声
依
永
、
永
和
律
」
の
語
句

に
注
目
し
、
明
の
丘
濬
（
一
四
二
〇
〜
一
四
九
五
）
が
『
大
学
衍
義
補
』
で
こ
れ
を

「
万
世
論
声
楽
之
祖
」
と
し
て
重
視
し
た
こ
と
に
意
を
強
く
し
、
こ
の
四
言
は
「
万

世
制
律
之
準
」
で
あ
り
、
歴
代
の
諸
儒
が
こ
れ
に
拠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
怪
し
む
と

述
べ
る
。

「
詩
言
志
、
歌
永
言
、
声
依
永
、
永
律
和
」
と
は
『
尚
書
』
虞
書
堯
典
に
見
え
る

語
句
で
、『
要
覧
』
第
六
音
楽
大
意
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
語
句
を
惕
斎
は
概
ね
次
の

よ
う
に
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

詩
言
志　
「
志
」
は
心
の
行
き
向
か
う
と
こ
ろ
で
、
心
の
行
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

必
ず
言
葉
で
言
い
述
べ
る
。
こ
れ
が
「
詩
」
で
あ
る
。

歌
永
言　
「
永
」
は
（
発
声
の
）
長
短
を
ふ
く
む
詠
の
こ
と
で
、
詩
と
な
っ
た
と

き
に
は
、必
ず
詩
に
表
現
し
た
こ
と
を
長
短
の
節
を
つ
け
て
う
た
う
。
こ
れ
が
「
歌
」

で
あ
る
。

声
依
永　
「
声
」
は
宮
・
商
・
角
・
徵
・
羽
の
五
声
の
こ
と
で
、
詩
を
詠
嘆
す
る

と
き
に
は
必
ず
五
声
の
（
音
階
の
）
上
（
め
り
）
下
（
か
り
）
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。

律
和
声　
「
律
」
は
十
二
律
の
こ
と
で
、「
声
」
は
人
の
五
声
で
あ
る
。
人
が
詩
を

詠
じ
る
五
声
は
、旋
宮
（
主
音
の
移
動
）
に
し
た
が
っ
て
各
々
に
応
じ
る
律
が
あ
る
。

そ
れ
故
、
そ
れ
に
応
じ
る
律
管
を
吹
い
て
人
の
五
声
を
調
べ
和
（
や
わ
ら
）
ぐ
。
こ

の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
声
は
よ
く
文
（
あ
や
）
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

歌
声
と
楽
律
の
関
係
は
堂
々
巡
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
筆
者
な
り
に
敷
衍
す

る
と
、
も
の
に
触
れ
た
人
の
心
の
動
き
か
ら
生
じ
た
歌
の
声
律
は
、
そ
れ
が
聖
人
に

よ
る
正
し
い
表
現
で
あ
れ
ば
、自
然
の
摂
理
に
基
づ
く
正
し
い
楽
律
に
応
じ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、こ
こ
で
は『
要
覧
』が「
コ
レ
ヲ
以
観
レ
ハ
、

律
モ
人
ノ
声
ニ
本
ツ
ク
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
」
と
ま
と
め
て
い
る
の
に
従
っ
て
、
楽
律

の
本
が
人
声
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
、
先

に
進
み
た
い
。

楽
律
の
生
じ
る
本
が
人
声
に
あ
っ
た
と
し
て
、
で
は
そ
の
最
適
な
基
準
音
は
ど
の

よ
う
に
し
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
か
。『
要
覧
』
に
「
ソ
レ
律
ハ
天
地
ノ
中
声
ニ
シ
テ
、

其
ノ
準
ハ
人
声
ニ
ア
リ
、
故
ニ
人
声
ノ
高
下
宜
キ
ヲ
本
ト
ス
」（
傍
線
引
用
者
）
と

見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
と
き
最
適
な
基
準
音
は
、
人
が
発
声

で
き
る
高
下
が
適
切
な
範
囲
に
収
ま
る
ピ
ッ
チ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
高
下
と
は
音

高
の
高
低
の
こ
と
で
、
そ
の
範
囲
は
『
要
覧
』
に
「
十
二
律
ソ
ナ
ハ
テ
、
八
十
四
声

ヲ
推
ニ
至
テ
、
清
ナ
ル
モ
ノ
無
射
ノ
半
声
ナ
リ
、
人
声
ヲ
カ
ケ
試
ム
ル
ニ
、
其
声
焦

ル
ニ
至
ラ
ズ
、
却
テ
黄
鐘
ヲ
試
ム
ニ
其
声
咽
ニ
塞
ラ
ズ
、
声
ノ
上
下
自
由
ナ
ル
ヲ
以
、

中
声
ト
定
ム
ル
ナ
リ
」
と
見
え
る
の
で
、一
応
は
黄
鐘
か
ら
無
射
の
半
声
（
オ
ク
タ
ー

ブ
上
）
に
至
る
二
十
三
律
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
と
短
七
度
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
『
律
呂
新
書
』
の
六
十
調
に
対
応
す
る
音
律
と
し
て
理
論
的
に
考
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
二
十
三
律
と
い
う
の
は
少
し
広
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。
そ
の
た

め
後
述
す
る
よ
う
に
実
際
に
は
（
高
音
域
に
か
か
る
調
に
つ
い
て
は
徵
、
羽
を
宮
よ

り
下
に
位
置
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
）、
黄
鐘
か
ら
夾
鐘
の
半
声
に
至
る
十
六

律
が
適
正
で
あ
れ
ば
良
い
と
考
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
人
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声
に
適
し
た
音
律
の
範
囲
を
実
践
し
つ
つ
考
察
す
る
こ
と
で
、『
筆
記
』
に
「
其
能

為
声
而
可
播
于
歌
咏
者
、
大
抵
不
過
上
下
二
十
律
之
間
耳
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、

惕
斎
は
若
干
の
幅
を
考
慮
に
入
れ
て
二
十
律
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
と
完
全
五
度
）
を
歌

唱
に
適
す
る
目
安
と
考
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
）
29
（

。

こ
の
よ
う
に
楽
律
の
本
を
人
声
と
定
め
る
と
、
楽
律
学
の
主
た
る
目
的
は
中
声
を

探
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
惕
斎
は
「
凡
律
学
所
求
者
声
而
己
矣
、
古
律
雖
不
可

復
見
、而
所
謂
中
声
者
、竟
天
弗
墜
、常
存
其
洪
纎
高
下
之
間
矣
」（『
筆
記
』）
と
述
べ
、

古
の
楽
律
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
中
声
は
天
が
墜
ち
な
い
か
ぎ
り
常
に
存
す
る

と
し
、「
固
所
難
得
」で
は
あ
る
が「
雖
今
世
、亦
豈
無
可
庶
幾
者
乎
」と
、当
時
に
あ
っ

て
も
（
中
声
を
得
る
）
手
立
て
が
無
い
は
ず
は
な
い
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
楽
律
の
本
は
天
地
の
中
声
を
得
た
人
声
と
す
る
考
え
方
は
、
後
代

の
荻
生
徂
徠
や
平
岩
元
珍
ら
の
立
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
声
楽
を

主
体
に
発
達
し
て
き
た
日
本
音
楽
史
を
省
み
る
と
き
、
今
日
な
お
重
要
な
示
唆
に
富

む
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
惕
斎
の
楽
律
学
の
中
で
も
取
り
分
け
注
目
に
値
す
る
も

の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
④
古
の
楽
律
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
証
、
実
験
を
重
ん
じ
た
。

前
項
で
み
た
よ
う
に
惕
斎
は
楽
律
の
本
を
天
地
の
中
声
を
得
た
人
声
と
考
え
た
の

で
あ
る
が
、
実
際
に
基
準
音
と
な
る
黄
鐘
の
ピ
ッ
チ
を
定
め
る
場
合
に
客
観
的
な
拠

り
所
を
得
難
い
こ
と
は
、『
律
呂
新
書
』の
説
く
候
気
の
法
と
大
し
て
変
わ
り
は
な
い
。

そ
こ
で
惕
斎
は
実
際
に
は
古
尺
を
実
証
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
中
声
を
得
て
い
た
古

の
楽
律
を
探
求
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

『
要
覧
』
で
は
そ
の
辺
り
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
今
律
ヲ
截
テ
中
声
ヲ
試
ン
ト
ナ
ラ
ハ
、
既
ニ
成
タ
ル
古
尺
ニ
依
テ
コ
レ
ヲ
截
リ
試

ム
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
、
隋
志
ニ
十
五
等
ノ
尺
ヲ
載
ス
、
古
人
コ
レ
ヲ
詳
ナ
リ
ト
シ
テ
信

用
ス
、
其
第
一
ニ
周
尺
ト
云
ハ
、
此
即
晋
ノ
中
書
監
荀
勗
カ
古
器
七
品
ヲ
證
拠
ト
シ

テ
、
考
得
タ
ル
律
尺
ナ
リ
、（
中
略
）、
此
尺
黄
帝
ノ
世
ニ
制
セ
ラ
レ
、
唐
虞
三
代
ト

モ
ニ
依
リ
従
フ
処
ノ
尺
ナ
リ
、
故
ニ
今
コ
レ
ヲ
求
メ
得
テ
律
ヲ
截
リ
試
ム
ヲ
ヨ
シ
ト

ス
、
然
レ
ト
モ
コ
レ
甚
タ
求
メ
難
シ
、
爰
ニ
先
師
惕
斎
先
生
、
蚤
歳
ヨ
リ
徧
ク
心
ヲ

用
ヒ
、
古
器
ノ
参
證
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
タ
ツ
ネ
モ
ト
メ
、
晩
年
ニ
至
ル
マ
デ
ニ
、
ソ
ノ

證
験
数
品
ヲ
得
テ
新
ニ
古
尺
ヲ
制
ス
、
其
ノ
尺　

本
朝
通
行
ノ
曲
尺
ノ
七
寸
七
分
八

厘
強
ニ
比
シ
（
以
下
略
）」

惕
斎
は
隋
志
十
五
等
尺
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
た
晋
の
荀
勗
の
律
尺
を
黄
帝
の
世
に

制
さ
れ
た
尺
と
認
定
し
、
こ
れ
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
若
い
頃
か
ら
古
器
を
探
し
求

め
、
証
拠
と
な
し
得
る
数
品
を
得
て
、
晩
年
に
新
た
に
古
尺
を
制
す
る
に
至
っ
た
と

い
う
。
証
拠
と
す
べ
き
数
品
と
は
、
貨
泉
銭
（
漢
の
古
銭
）、
唐
開
元
銭
、

宮
礼

楽
疏
の
尺
式
、
御
府
の
竹
周
尺
、
律
蔵
の
衣
尺
な
ど
で
あ
っ
た
（
こ
れ
ら
の
考
証
は

『
律
尺
考
験
』
に
詳
し
い
）。

古
器
の
考
証
の
作
業
を
経
て
、
惕
斎
は
周
尺
す
な
わ
ち
荀
勗
の
律
尺
を
「
本
朝
通

行
ノ
曲
尺
ノ
七
寸
七
分
八
厘
強
」
と
比
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
尺
に
拠
っ
て
律
管

を
試
作
し
、
試
奏
す
る
実
験
を
試
み
た
。『
筆
記
』
に
よ
る
と
『
律
呂
新
書
』
に
掲

げ
ら
れ
た
六
十
調
に
応
じ
る
べ
く
試
奏
し
た
と
こ
ろ
、「
人
声
高
難
給
者
、
在
姑
洗

至
無
射
之
半
律
、
而
無
一
渉
宮
商
角
三
位
者
（
高
す
ぎ
て
人
声
が
給
（
つ
）
ぎ
難
い

姑
洗
（
の
半
律
）
か
ら
無
射
の
半
律
に
至
る
間
（
の
音
域
）
に
あ
っ
て
は
、
宮
、
商
、

角
の
三
つ
の
位
に
渉
る
も
の
は
一
つ
も
無
か
っ
た
）」
で
あ
っ
た
と
い
い
）
30
（

、「
荀
律
之

所
以
可
庶
幾
中
声
者
、
豈
不
足
信
焉
哉
」
と
述
べ
、
こ
れ
こ
そ
が
中
声
と
い
う
確
信

を
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
門
弟
の
元
成
も
同
様
な
感
想
を
も
ち
『
要
覧
』
で
「
声
ノ

上
下
自
由
ニ
シ
テ
ツ
ギ
ガ
タ
カ
ラ
ズ
。
所
謂
中
声
ヲ
得
ル
モ
ノ
ニ
近
シ
。」
と
述
べ

て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
律
管
に
よ
る
黄
鐘
の
ピ
ッ
チ
は
『
筆
記
』『
要
覧
』
に
よ
る
と
当

時
の
宮
中
雅
楽
の
仲
呂
（
双
調
）
の
倍
声
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
下
）
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
日
本
の
基
準
音
で
あ
る
壹
越
よ
り
八
律
（
完
全
五
度
）

低
い
）
31
（

。
そ
の
後
、
元
成
は
さ
ら
に
正
律
十
二
管
、
変
律
六
管
（
変
律
は
『
律
呂
新
書
』

で
全
て
の
調
に
対
応
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
楽
律
）
も
試
作
し
、
そ
の
後
銅
律
の
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黄
鐘
一
管
も
造
っ
た
と
い
う
）
32
（

。
銅
製
の
律
管
は
竹
製
の
律
管
に
比
べ
て
、
少
し
高
め

で
あ
っ
た
と
い
い
、
元
成
は
銅
律
の
方
が
正
し
い
と
す
る
見
解
を
述
べ
、『
要
覧
』

に
「
モ
ロ
コ
シ
（
唐
土
）
ニ
テ
銅
律
玉
律
ヲ
制
ス
ル
モ
皆
其
声
ノ
委
シ
カ
ラ
ン
コ
ト

ヲ
思
テ
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
聴
察
を
重
視
し
た
惕
斎
は
、
古
尺
の
探
求
に
も
こ
の
よ
う
な
実
験
を
重
ん

じ
、
文
献
の
考
証
に
終
始
し
て
き
た
中
国
の
儒
者
を
批
判
し
て
い
る
。『
筆
記
』
に

は
「
大
抵
議
楽
諸
儒
、
雖
稽
古
論
理
詳
備
、
然
不
曽
習
調
律
之
事
、
故
多
依
違
傅
会

之
説
矣
」
と
述
べ
る
が
、『
律
尺
考
験
』
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
逸
話

も
載
せ
て
い
る
。

「
宋
朝
ノ
諸
儒
、
楽
律
ノ
議
論
マ
チ
マ
チ
ナ
リ
ケ
レ
ト
モ
、
ツ
イ
ニ
一
决
セ
ザ
リ
シ

ナ
リ
、
其
中
ニ
李
照
ガ
律
ハ
布
帛
尺
ニ
テ
作
リ
ケ
ル
故
ニ
、
音
甚
メ
リ
テ
詠
歌
ヲ
ツ

ケ
ガ
タ
シ
、
歌
方
ノ
伶
人
ヒ
ソ
カ
ニ
楽
器
ヲ
作
ル
工
人
ニ
告
ゲ
テ
、
少
シ
其
声
ヲ
カ

ラ
セ
シ
カ
ト
モ
、
李
照
其
楽
ヲ
キ
ゝ
テ
コ
レ
ヲ
知
ラ
ザ
リ
ツ
ル
ト
ナ
リ
」（
李
照
が

布
帛
尺
に
よ
っ
て
作
っ
た
楽
律
は
低
す
ぎ
て
歌
い
に
く
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
歌
方
の

伶
人
が
こ
っ
そ
り
楽
器
職
人
に
告
げ
て
楽
律
を
高
く
し
て
も
ら
っ
た
が
、
李
照
は
そ

の
音
楽
を
聴
い
て
も
（
楽
律
が
異
な
る
こ
と
が
）
分
か
ら
な
か
っ
た
。）

こ
う
し
た
実
証
、
実
験
を
重
ん
じ
る
精
神
は
後
の
楽
律
学
者
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
き
、
近
世
の
楽
律
学
の
一
つ
の
特
色
を
な
し
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
橘
南
谿

ら
に
よ
る
東
寺
に
伝
来
す
る
中
世
の
律
管
（
恩
徳
院
律
管
）
の
調
査
、
本
居
内
遠
の

古
寺
の
鐘
の
音
律
の
調
査
、俗
楽
の
音
律
へ
の
関
心（
著
者
不
詳
の『
楽
律
全
書
』等
）

な
ど
が
そ
の
典
型
的
な
現
れ
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
惕
斎
の
実
証
し
た
古

尺
の
正
否
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
古
尺
の
実
寸
を
め
ぐ
っ
て
は
後
代
に
諸
説
が
生

じ
て
い
る
。

⑤
古
の
楽
律
の
探
求
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
優
位
性
を
説
い
た
。

実
証
、
実
験
を
通
じ
て
、
惕
斎
は
古
の
楽
律
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
が

中
国
（
清
）
よ
り
優
位
な
環
境
に
あ
る
と
実
感
す
る
に
至
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
先
述

し
た
よ
う
に
、
中
声
は
得
難
い
が
「
雖
今
世
、
亦
豈
無
可
庶
幾
者
乎
」
と
述
べ
た
惕

斎
は
、
さ
ら
に
「
況
吾　

国
人
解
音
、
有
所
勝
於
華
夏
者
、
隋
唐
法
尺
及
燕
楽
譜
曲

舞
儀
、
亦
有
彼
失
而
此
存
者
」（『
筆
記
』）
と
、
ま
し
て
や
日
本
人
は
音
を
解
す
る

の
に
中
国
よ
り
勝
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
中
国
で
は
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
隋
唐
の

尺
や
燕
楽
の
舞
や
曲
が
日
本
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
（
な
お
さ
ら
中

声
を
得
る
可
能
性
が
あ
る
）
と
述
べ
る
。

次
い
で
「
吾　

邦
人
解
音
、
有
勝
於
華
夏
者
、
何
以
知
之
」
と
し
て
、
宋
の
李
照

の
ご
と
き
中
国
の
歴
代
の
学
者
の
耳
の
悪
さ
を
伝
え
る
逸
話
を
あ
れ
こ
れ
記
し
た
後

に
、
南
宋
の
何
承
の
尺
以
来
、
中
国
で
は
仲
呂
が
黄
鐘
に
還
る
こ
と
を
通
論
と
し
て

き
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
日
本
の
公
卿
や
楽
人
の
耳
の
良
さ
を
示
す
も

の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
記
す
。
な
お
、
こ
の
逸
話
は
『
筆
記
』
の
み
な
ら

ず
『
行
状
』『
要
覧
』
な
ど
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
周
囲
で
は
有
名
な
話

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

日
本
の
楽
家
伶
工
は
従
来
、
仲
呂
は
黄
鐘
に
返
る
と
考
え
て
い
た
が
、
惕
斎
が
以

前
に
友
人
の
小
倉
友
起
の
宅
で
十
二
律
の
「
往
而
不
還
」
の
説
を
議
論
し
た
際
に
、

公
起
が
箏
を
取
り
出
し
て
試
し
て
み
た
。
す
る
と
仲
呂
か
ら
黄
鐘
に
戻
っ
た
際
に
た

し
か
に
音
律
が
少
し
高
く
な
っ
た
。
再
三
試
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
公
起

は
「
往
而
不
還
」
の
説
を
承
服
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
話
を
伝
え
聞
い
た
楽
家
の
安
倍

季
尚
は
感
嘆
し
て
、
か
つ
て
自
身
も
竹
を
截
っ
て
律
管
を
作
成
し
、
瞽
師
（
盲
人
の

音
楽
家
）
と
共
に
試
奏
し
た
と
こ
ろ
同
様
で
あ
り
疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、
長
年
の

謎
が
解
け
た
と
語
っ
た
。
そ
の
後
、「
往
而
不
還
」の
説
を
疑
う
者
は
い
な
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
実
体
験
を
通
じ
て
惕
斎
は
日
本
の
公
卿
や
楽
人
の
耳
に
確
か
な
信
頼
を

得
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
宮
中
雅
楽
を
伝
え
る
人
々
に
対
し
て
一
定

の
尊
敬
の
念
を
も
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
惕
斎
が
証
拠
と
な
し
得
る
古
器
と
し
て
重
ん
じ
た
日
本
の
伝
来
品
は
、
先

述
の
通
り
貨
泉
銭
、
唐
開
元
銭
、

宮
礼
楽
疏
の
尺
式
、
御
府
の
竹
周
尺
、
律
蔵
の

衣
尺
等
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
の
御
府
の
竹
周
尺
は
、『
要
覧
』
に
よ
る
と
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禁
裏
の
御
文
庫
に
伝
来
し
た
竹
尺
で
弘
法
大
師
の
将
来
品
と
伝
え
ら
れ
、
裏
に
「
周

尺
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
原
物
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
の
内
裏
焼
亡
の

折
に
失
わ
れ
た
が
、以
前
に
模
作
し
た
も
の
が
あ
り
、惕
斎
は
実
際
に
は
こ
れ
に
拠
っ

た
。
し
か
し
貴
重
な
伝
来
品
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
く
、元
成
は
『
要
覧
』
に
「
ソ

レ
古
尺
ノ
中
土
ニ
行
ハ
ル
ゝ
者
、
或
ハ
亡
ヒ
タ
ル
ニ
、
此
尺
ハ
カ
リ
本
質
ヲ
改
メ
ス
、

唐
ヨ
リ
吾　

朝
ニ
ワ
タ
リ
テ
、
秘
府
ニ
ノ
ホ
リ
、
一
タ
ヒ
灾
ニ
ア
ヒ
ツ
レ
ト
モ
、
其

度
今
ニ
存
セ
リ
、
誠
ニ
天
地
ノ
間
、
希
代
ノ
重
宝
ナ
リ
、
モ
ロ
コ
シ
ニ
ハ
、
宋
ノ
後

イ
カ
ゝ
ナ
リ
ツ
ル
、
コ
レ
ヲ
聞
カ
ス
」
と
記
し
て
い
る
。

惕
斎
は
禁
裏
の
み
な
ら
ず
古
寺
の
伝
来
品
に
も
注
目
し
、
法
衣
用
の
尺
（
律
蔵
の

衣
尺
）
に
唐
僧
の
衣
尺
の
遺
制
を
探
っ
た
。『
要
覧
』
に
よ
る
と
密
律
二
家
（
密
教
、

律
宗
）
の
尺
を
か
れ
こ
れ
尋
ね
求
め
、
東
寺
、
西
大
寺
、
槙
尾
、
生
駒
長
福
寺
、
南

都
瓦
釜
町
法
寿
庵
な
ど
の
律
尺
を
参
検
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
元
成
は

『
要
覧
』
に
「
君
子
豈
珍
重
セ
サ
ラ
ン
ヤ
」
と
記
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
宮
中
雅
楽
と
そ
の
伝
承
者
、
お
よ
び
古
器
の
伝
来
品
の
存
在
は
、

近
世
の
楽
律
学
盛
行
の
不
可
欠
な
前
提
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
惕

斎
が
こ
れ
ら
に
注
目
し
楽
律
研
究
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
楽
律
学
の
資
料
と
し
て

の
意
義
が
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
惕
斎
の
「
吾　

国
人
解

音
、
有
所
勝
於
華
夏
者
」
と
い
う
言
辞
が
、
そ
の
こ
と
の
真
偽
は
別
と
し
て
も
、
楽

律
学
を
志
す
後
進
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
例
を
掲

げ
る
と
平
岩
元
珍
は
『
移
易
新
書
』
に
お
い
て
こ
の
語
を
引
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
荻

生
徂
徠
が
日
本
の
黄
鐘
（
お
う
し
き
）
こ
そ
が
本
来
の
黄
鐘
（
こ
う
し
ょ
う
）
で
あ

る
と
す
る
説
を
唱
え
た
こ
と
、
音
律
に
す
ぐ
れ
た
友
人
の
永
田
某
が
制
作
し
た
黄
鐘

管
が
周
尺
九
寸
と
合
致
し
て
い
た
こ
と
を
そ
の
例
に
加
え
、
さ
ら
に
同
書
に
お
い
て

久
世
舞
か
ら
久
米
歌
の
旋
律
を
復
興
す
る
と
い
う
独
創
的
な
研
究
成
果
を
公
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

⑥
古
の
楽
の
復
興
を
希
求
し
た
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
行
状
』
に
よ
る
と
惕
斎
は
四
十
代
の
こ
ろ
に
楽
を
講

じ
よ
う
と
し
て
、
古
楽
を
知
る
拠
と
し
て
宮
中
雅
楽
に
関
心
を
寄
せ
た
が
、
宮
中
雅

楽
が
隋
唐
の
燕
楽
で
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至
り
、『
律
呂
新
書
』
の
研
究
に
向
か
う

こ
と
に
な
っ
た
。
宋
学
的
な
実
践
を
重
ん
じ
た
惕
斎
で
あ
る
か
ら
、
古
楽
の
探
求
は

机
上
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
初
よ
り
復
興
と
そ
の
実
践
を
目
標
に
し
た
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
筆
記
』
に
は
古
楽
復
興
に

つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
門
弟
に
は
そ
の
意
志
を
常
に
語
っ
て

い
た
と
み
え
て
、
元
成
が
刊
行
し
た
『
修
正
律
呂
新
書
』
跋
文
で
は
「
近
歳
惕
斎
先

生
仲
君
、
慨
然
、
庶
幾
古
律
中
声
之
可
以
復
興
、
乃
抽
此
書
于
性
理
大
全
中
」
と
、

惕
斎
が
『
律
呂
新
書
』
に
注
目
し
た
理
由
が
古
楽
復
興
を
希
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
元
成
は
『
要
覧
』
末
尾
に
「
音
楽
大
意
」
の
章
を
設
け
、
古
楽
を
頭
に
思

い
描
く
た
め
の
よ
す
が
と
し
て
『
尚
書
』『
論
語
』
の
二
つ
の
言
葉
と
惕
斎
の
句
解

を
掲
げ
て
い
る
。『
筆
記
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
か
、
元
成
は
「
竊
ニ

愚
意
ノ
趣
ク
所
ヲ
加
ヘ
」
と
し
て
い
る
が
、
前
引
の
跋
文
に
鑑
み
て
、
こ
の
章
は
古

楽
復
興
を
希
求
し
た
惕
斎
の
遺
志
を
汲
ん
で
加
え
た
も
の
と
み
て
良
い
よ
う
に
思

う
。
そ
し
て
元
成
が
「
楽
律
要
覧
」
と
題
す
る
書
物
の
末
尾
に
、
敢
え
て
こ
の
よ
う

な
内
容
を
付
加
し
た
こ
と
は
、
近
世
の
楽
律
学
が
当
初
の
問
題
意
識
と
し
て
、
単
な

る
机
上
の
論
に
止
ま
ら
ず
、
い
ず
れ
は
古
楽
の
復
興
に
つ
な
が
る
も
の
を
目
指
し
て

い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
後
の
楽
律
学

者
に
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
一
定
の
影
響
を
与
え
続
け
、
近
世
の
楽
律
学
の
一
つ
底
流

を
な
し
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

最
後
に
『
要
覧
』
が
掲
げ
た
二
つ
の
言
葉
を
載
せ
て
お
く
）
33
（

。

「
尚
書
、
舜
、

に
命
じ
て
曰
く
、
汝
に
楽
を
典
（
つ
か
さ
ど
）
り
、
冑
子
を
教
ふ

る
こ
と
を
命
ず
。
直
な
る
も
而
（
よ
）
く
温
、
寛
な
る
も
而
（
よ
）
く
栗
、
剛
な
る

も
而
（
よ
）
く
虐
（
そ
こ
な
）
ふ
こ
と
無
く
、
簡
な
る
も
而
（
よ
）
く
傲
（
お
ご
）

る
こ
と
無
か
れ
。
詩
は
志
を
言
ひ
、
歌
は
言
を
永
じ
、
声
は
永
に
依
り
、
律
は
声
に
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和
す
。
八
音
克
く
諧
し
、
倫
を
相
い
奪
ふ
こ
と
無
く
ん
ば
、
神
人
以
て
和
せ
ん
」

「
論
語
、孔
子
、魯
の
大
師
に
楽
を
語
（
つ
げ
）
て
曰
く
、楽
は
其
れ
知
ぬ
べ
き
な
り
。

始
め
作
（
お
こ
）
し
な
す
と
き
に
翕
如
た
り
。
こ
れ
に
従
（
は
な
）
つ
と
き
に
純
如

た
り
、
皦
如
た
り
、
繹
如
た
り
。
以
て
成
る
。」

『
要
覧
』
は
こ
れ
ら
の
言
葉
と
惕
斎
の
句
解
を
載
せ
た
後
、
次
ぎ
の
よ
う
に
締
め

く
く
る
。

「
古
楽
既
ニ
亡
ヒ
テ
伝
ハ
ラ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
大
舜
孔
子
ノ
言
葉
、
幸
ニ
存
セ
リ
。

楽
ヲ
学
フ
者
、
コ
レ
ニ
依
テ
其
制
作
ノ
意
節
奏
ノ
法
ヲ
味
ヒ
見
ル
ヘ
シ
。
仍
テ
此
両

章
ヲ
篇
末
ニ
掲
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

お
わ
り
に

中
村
惕
斎
に
今
日
注
目
す
る
者
は
少
な
い
。
こ
れ
に
は
「
惕
斎
の
儒
学
は
思
想
的

に
は
独
創
性
に
乏
し
い
）
34
（

」
等
と
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
一
方

で
楽
律
学
自
体
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
惕
斎
の
楽
律
学
が
真
に
独
創
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
結
論
を
出
す
の
は
早
い
が
、
少
な
く
と
も
惕
斎
が
『
律
呂
新
書
』
を
講

説
す
る
こ
と
に
始
ま
っ
た
近
世
の
楽
律
学
は
中
世
ま
で
の
音
律
研
究
と
は
一
線
を
画

す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
の
近
世
の
楽
律
学
の
隆
盛
に
惕
斎
が
寄
与
し
た
面

が
少
な
く
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
世
ま
で
の
音
律
研
究
で
は
実
際

の
雅
楽
や
声
明
の
音
律
を
説
明
し
、意
義
付
け
る
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、

惕
斎
以
降
の
楽
律
学
で
は
多
く
の
場
合
、
現
実
に
通
行
し
て
い
る
雅
楽
や
声
明
の
音

律
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
の
聖
代
の
楽
律
の
探
究
、
ひ
い
て
は
古
楽
の
復
興
が
意
図
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
惕
斎
の
楽
律
学
の
意
義
を
、
①
『
律
呂
新
書
』
に
基
づ
き
楽
律
の
基
準

音
、
度
量
衡
の
本
源
と
し
て
の
「
黄
鐘
」
の
概
念
を
示
し
た
、
②
『
律
呂
新
書
』
を

基
本
に
す
る
こ
と
で
近
世
日
本
の
楽
律
学
を
貫
く
、
数
理
的
な
音
律
理
解
の
基
礎
を

つ
く
っ
た
、
③
『
律
呂
新
書
』
の
説
く
「
候
気
」
の
説
は
受
け
入
れ
ず
、
楽
律
の
基

は
人
声
と
す
る
考
え
方
を
提
示
し
た
、
④
古
の
楽
律
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実

証
、
実
験
を
重
ん
じ
た
、
⑤
古
の
楽
律
の
探
求
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
優
位
性
を
説

い
た
、
⑥
古
の
楽
の
復
興
を
希
求
し
た
、
と
い
う
六
つ
の
点
か
ら
論
じ
て
み
た
。
し

か
し
こ
れ
ら
は
試
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
い
。
惕
斎
の
楽
律
学
を
正
当
に
位
置
付

け
る
に
は
、
近
世
の
楽
律
学
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
惕
斎

以
後
の
楽
律
学
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

（
1
）
当
時
の
用
語
で
は
「
律
学
」
で
あ
る
が
、「
律
学
」
は
法
律
、
戒
律
な
ど
の
学
と
紛
ら
わ
し

い
こ
と
、「
楽
律
」
の
語
自
体
は
通
行
し
て
お
り
「
楽
律
考
」
な
ど
の
書
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
、

中
国
で
は
同
類
の
学
問
を
伝
統
的
に
「
楽
律
学
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
稿
で
は

「
楽
律
学
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
拙
稿
「
徳
川
治
宝
の
時
代
の
音
楽
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
集
発

行
『
楽
器
は
語
る
』、
一
〇
〜
一
六
頁
、
二
〇
一
二
年
）。

（
3
）
但
し
、
雅
俗
の
分
類
や
実
際
に
対
象
と
す
る
楽
の
内
容
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
定
し

て
い
な
い
。

（
4
）
近
世
全
体
を
見
渡
し
た
先
行
研
究
は
、
大
築
邦
雄
「
近
世
の
雅
楽
研
究
」（『
音
楽
学
』
十
、

一
九
六
六
年
）
が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
同
論
文
の
対
象
は
よ
り
広
い
範
囲
の
雅

楽
研
究
で
あ
り
、
楽
律
学
に
該
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
「
数
理
研
究
は
別
と
し
て
、（
中
略
）

思
弁
や
追
求
が
音
楽
の
実
体
か
ら
遊
離
し
た
傾
き
が
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
仕
事
に

よ
り
、日
本
雅
楽
の
本
質
認
識
が
深
め
ら
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
」
と
し
て
重
視
し
な
か
っ
た
。

筆
者
は
楽
律
学
に
雅
楽
研
究
を
超
え
た
意
義
を
見
出
し
て
い
る
の
で
、
大
築
の
こ
の
評
価
に
は

く
み
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
大
築
は
同
論
文
で
荻
生
徂
徠
の
研
究
は
評
価
し
て
い
る
が
、

徂
徠
以
前
の
研
究
に
つ
い
て
「
先
達
の
儒
者
た
ち
が
宋
の
楽
論
を
墨
守
し
、
音
自
体
か
ら
離
れ

て
数
理
の
形
式
に
走
り
（
以
下
略
）」
と
す
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
少
な
く
と
も
惕
斎
と
そ
の

周
辺
の
研
究
に
対
し
て
は
、
こ
の
評
価
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。

な
お
大
築
以
外
で
は
以
下
の
よ
う
な
個
別
研
究
が
あ
り
、
荻
生
徂
徠
、
富
永
仲
基
、
宇
田
川

榕
庵
に
つ
い
て
は
近
年
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。

陶
徳
民
「
荻
生
徂
徠
の
「
楽
書
」
校
閲
と
そ
の
所
産
」（『
待
兼
山
論
叢
』
二
一
、一
九
八
七
年
）、

陶
徳
民
「
富
永
仲
基
の
音
楽
観
―
『
楽
律
考
』
の
研
究
―
」（『
東
方
学
』
七
七
、一
九
八
九
年
）、

大
庭
脩
「
荻
生
北
溪
・
徂
徠
と
楽
書
校
閲
」（『
東
方
学
』
九
一
、一
九
九
六
年
）、
横
田
庄
一
郎
、

印
藤
和
寛
『
富
永
仲
基
の
「
楽
律
考
」
―
儒
教
と
音
楽
に
つ
い
て
』（
朔
北
社
、二
〇
〇
六
年
）、

註
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陳
貞
竹
「
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
古
楽
の
復
元
論
に
つ
い
て
の
一
試
論-

楽
律
論
・
楽
制
論
・
琴

学
お
よ
び
江
戸
音
楽
文
化
批
判
の
検
討
を
通
し
て
」（『
藝
術
研
究
』二
一
・
二
二
、二
〇
〇
九
年
）、

草
下
實
「
幕
末
の
蘭
学
者
宇
田
川
榕
菴
と
楽
律
研
究
」（『
津
山
洋
学
資
料
第
10
集
宇
田
川
榕
菴

の
楽
律
資
料
を
巡
っ
て
』、
一
九
八
八
年
）。

し
か
し
残
り
の
大
半
の
楽
律
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
6
）
『
惕
斎
先
生
行
状
』（
後
述
）
に
「
以
古
楽
之
説
、
悉
附
之
成
（
悉
く
之
を
成
に
附
す
）」
と

見
え
る
。

（
7
）
中
根
元
圭
と
中
村
惕
斎
の
楽
律
研
究
の
関
係
は
現
段
階
で
は
不
詳
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
の

一
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
中
根
元
圭
は
後
に
江
戸
に
下
り
、
徳
川
吉
宗
に
仕
え
『
暦
算
全
書
』

を
翻
訳
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

（
8
）
二
〇
一
二
年
十
月
現
在
、
国
際
日
本
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る

「
平
安
人
物
志
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
二
〇
〇
二
年
一
月
更
新
、http://w
w
w
.nichibun.ac.jp/

graphicversion/dbase/heian_jinbutsu.htm
l

）
に
拠
る
。

（
9
）
紀
伊
和
歌
山
藩
に
仕
え
た
が
、
名
古
屋
の
御
城
御
太
鼓
や
寺
院
の
鐘
の
音
律
を
十
二
律
で
記

録
し
て
い
る
。

（
10
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
11
）
『
律
呂
新
書
』
に
注
目
し
た
理
由
は
、
元
成
著
『
楽
律
要
覧
』
序
文
に
「
夫
律
ノ
用
タ
ル
最

モ
大
イ
ナ
リ
、
上
天
地
ノ
中
和
ヨ
リ
、
下
農
工
商
賈
ノ
其
利
ヲ
利
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
、
皆
律
ニ

本
ツ
カ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ
、
故
ニ
古
ヘ
ノ
聖
王
マ
ツ
律
ヲ
定
ム
、
然
シ
テ
後
ニ
度
量
権
衡
コ
レ

カ
法
ヲ
受
ケ
テ
立
ツ
、
是
ヲ
以
テ
後
世
ノ
諸
儒
往
々
律
ヲ
論
ス
ル
ノ
人
多
シ
、
故
ニ
其
書
モ
亦

ス
ク
ナ
カ
ラ
ス
、
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
其
説
或
ハ
此
ニ
得
テ
彼
ニ
失
シ
、
或
ハ
其
義
明
カ
ナ
ラ

ス
、
或
イ
ハ
、
其
法
古
ヘ
ニ
本
ツ
カ
ス
自
然
ニ
従
ハ
ス
、
是
故
ニ
全
備
セ
ル
書
ナ
シ
、
タ
ゝ
趙

宋
ノ
西
山
蔡
氏
ノ
律
呂
新
書
ノ
ミ
、
彼
此
相
備
リ
首
尾
相
応
シ
テ
義
理
明
白
ナ
リ
（
傍
線
引
用

者
）」
と
見
え
る
よ
う
に
、
同
書
が
最
も
備
わ
っ
た
明
解
な
書
と
考
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
惕

斎
は
若
い
頃
か
ら
『
性
理
大
全
』
に
馴
染
ん
で
い
た
よ
う
な
の
で
、同
書
所
収
の
『
律
呂
新
書
』

に
早
く
か
ら
目
を
つ
け
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
12
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
13
）
現
在
の
定
説
で
あ
る
が
、
江
戸
期
に
は
日
本
の
雅
楽
は
隋
唐
の
俗
楽
と
す
る
説
と
周
漢
の
遺

音
と
す
る
説
が
あ
っ
た
。
小
中
村
清
矩
『
歌
舞
音
楽
略
史
』（
一
八
八
八
年
）
以
来
、
前
者
は

新
井
白
石
、
後
者
は
荻
生
徂
徠
を
代
表
的
な
論
者
と
す
る
が
、『
行
状
』
に
従
え
ば
前
者
は
惕

斎
が
最
初
に
唱
え
た
こ
と
に
な
る
。

（
14
）
「
平
調
」「
盤
渉
」
な
ど
日
本
の
十
二
律
名
は
、
本
来
調
名
で
あ
り
、
律
名
と
調
名
を
混
用
し

て
い
る
こ
と
が
、
調
の
理
解
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
太
簇
」「
南
呂
」
な
ど

本
来
の
十
二
律
名
を
使
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
以
後
、
楽
律
学
者
の
み
な
ら
ず
、
楽
家
や

声
明
家
も
本
来
の
十
二
律
名
を
使
用
す
る
例
が
多
く
な
る
。

（
15
）
九
州
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
拠
る
。

（
16
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
17
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
18
）

瀧
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
叢
書

巻
二
』（
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、一
九
一
四
年
）
に
拠
る
。

（
19
）
『
覆
刻

日
本
古
典
全
集

楽
家
録

三
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
年
）、
一
〇
〇
四
頁
。

（
20
）
楽
人
に
と
っ
て
も
基
準
音
の
時
代
に
よ
る
変
化
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
考
え
及
ば

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
惕
斎
は
種
々
の
律
管
を
試
作
し
た
が
、
隋
唐
の
雅
楽
の
黄

鐘
の
律
管
は
、
お
お
よ
そ
当
時
の
夾
鐘
（
日
本
の
十
二
律
で
は
勝
絶
）
に
該
当
し
た
ら
し
く
、

こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
安
倍
季
尚
は
衝
撃
を
う
け
、『
楽
家
録
』
に
「
頃
日
（
こ
の
こ
ろ
）
或
人
、

以
古
律
尺
制
律
管
、其
声
在
于
今
太
簇
與
夾
鐘
之
間
」「
然
則
、本
邦
所
伝
之
律
、去
古
律
、較
（
や

や
）
遠
矣
。
於
乎
、
於
是
感
矣
」（
前
註
書
、
九
九
七
頁
）
な
ど
と
そ
の
感
慨
を
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
『
楽
家
録
』
に
は
、
或
人
（
中
村
惕
斎
か
）
が
「
今
の
律
が
古
律
と
違
う
の
で
あ
れ

ば
、
何
故
改
め
な
い
の
か
」
と
尋
ね
た
こ
と
に
対
し
、「
古
律
と
違
う
と
は
い
っ
て
も
、
先
人

の
伝
え
て
き
た
律
に
は
根
拠
が
無
い
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
に
古
律
は
黄
帝
が
制
し
た
も
の
で
声

律
の
源
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
時
代
も
地
域
も
遠
く
隔
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
日
本

に
適
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。」
と
い
う
よ
う
な
返
答
を
し
た
話
も
載

せ
て
い
る
。

（
21
）
三
分
損
益
法
と
は
、
三
分
損
一
と
三
分
益
一
の
二
つ
の
方
法
を
繰
り
返
し
て
、
音
律
を
作
り

だ
す
方
法
を
い
う
。
三
分
損
一
は
、
あ
る
長
さ
の
律
管
を
三
等
分
し
て
、
そ
の
一
を
減
じ
て
完

全
五
度
上
の
音
律
を
得
る
こ
と
、
三
分
益
一
と
は
、
律
管
を
三
等
分
し
て
、
そ
の
一
を
加
え
て

完
全
四
度
下
の
音
律
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
理
論
上
十
二
律
は
三
分
損
一
、三
分
益
一
を
交
互

に
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
（
仮
に
西
洋
音
楽
の
階
名
で
説
明
す
る
と
、
ド
↓

ソ
↓
レ
↓
ラ
↓
ミ
、、、
の
順
に
音
律
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
）。
な
お
、
こ
の
方
法
で
十
三

番
目
に
得
ら
れ
る
音
律
は
最
初
の
音
律
の
一
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
音
律
（
最
初
の
管
を
二
分
の
一

に
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
音
律
）
に
近
い
が
、
僅
か
に
高
く
な
る
。

（
22
）
数
理
に
よ
る
説
明
自
体
は
『
史
記
楽
書
』『
漢
書
律
暦
志
』
等
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

元
成
が
「
其
の
辞
明
確
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
『
律
呂
新
書
』
は
過
不
足
の
な
い
明
解
な
説

明
と
な
っ
て
い
る
。

（
23
）
十
二
律
は
雅
楽
に
も
声
明
に
も
用
い
ら
れ
て
き
た
音
律
で
あ
る
か
ら
、
三
分
損
益
法
や
十
二

律
自
体
に
つ
い
て
は
中
世
ま
で
の
楽
家
や
声
明
家
の
著
し
た
音
律
論
に
も
多
く
の
言
及
が
見
出

せ
る
。
し
か
し
中
世
ま
で
の
書
で
は
数
値
を
詳
し
く
示
し
た
も
の
は
、圓
珠
著
『
音
律
事
』（『
続

天
台
宗
全
書

法
儀
一
』
所
収
、
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
僅
か
し
か
な
い
。
ま
た
そ
の

典
拠
は
『
漢
書
律
暦
志
』『
楽
書
要
録
』
等
に
拠
っ
て
お
り
、『
律
呂
新
書
』
に
拠
る
も
の
は
管

見
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
24
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
写
本
に
拠
る
。

（
25
）
先
述
の
「
律
呂
相
生
、往
而
不
還
之
説
」
の
こ
と
。
西
洋
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
コ
ン
マ
に
あ
た
る
。
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（
26
）
『
群
書
類
従

第
十
九
輯

管
絃
部
』
所
収
。

（
27
）
瀧
本
誠
一
編
『
日
本
経
済
叢
書

巻
二
』（
日
本
経
済
叢
書
刊
行
会
、一
九
一
四
年
）
に
拠
る
。

（
28
）
明
で
は
こ
れ
に
先
だ
っ
て
朱
載
堉
が
『
律
呂
精
義
』
に
十
二
律
を
平
均
律
で
算
出
す
る
方
法

を
提
示
し
て
い
る
。
中
根
元
圭
は
『
律
原
発
揮
』
に
『
律
呂
精
義
』
は
未
見
で
あ
る
旨
記
し
て

い
る
の
で
、
別
に
考
案
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
計
算
方
法
も
両
者
で
異
な
っ
て
い
る
。

（
29
）
太
宰
春
台
『
律
呂
通
考
』
に
よ
る
と
荻
生
徂
徠
も
同
様
に
考
え
、
日
本
の
十
二
律
名
の
下
無

（#F

に
相
当
）、
上
無
（#C

に
相
当
）
の
由
来
を
、
人
声
が
下
無
か
ら
上
無
ま
で
の
二
十
律

に
な
る
（
下
無
よ
り
下
、
上
無
よ
り
上
に
は
人
声
が
無
い
）
か
ら
と
す
る
説
を
唱
え
た
。

（
30
）
や
や
難
解
な
の
で
、
私
な
り
の
解
説
を
加
え
て
お
き
た
い
。
五
行
で
君
に
当
た
る
宮
は
、
必

ず
最
低
音
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、
事
物
に
あ
た
る
徵
、

羽
は
宮
よ
り
下
に
あ
っ
て
も
良
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
っ
た
（
五
行
と
の
対
応
は
宮
＝
君
、
商

＝
臣
、
角
＝
民
、
徵
＝
事
、
羽
＝
物
）。
前
者
を
厳
密
に
守
る
と
、
調
に
よ
っ
て
は
高
音
域
と

な
る
姑
洗
か
ら
無
射
の
半
声
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
後
者
に
よ
る
と
そ
れ
ら
の
調
で
も

徵
、
羽
の
位
に
当
た
る
音
は
オ
ク
タ
ー
ブ
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
声
を
出
し
に
く

い
（
給
ぎ
難
い
）
高
音
域
の
姑
洗
か
ら
無
射
の
半
声
は
、
ど
の
調
に
お
い
て
も
宮
、
商
、
角
の

三
つ
の
位
に
な
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。な
お
、

こ
れ
に
よ
る
と
実
用
の
音
律
は
黄
鐘
か
ら
夾
鐘
の
半
声
ま
で
の
十
六
律
（
一
オ
ク
タ
ー
ブ
と
短

三
度
）
と
な
る
。

（
31
）
双
調
は
西
洋
音
楽
のG

に
あ
た
る
音
律
（
但
し
現
在
の
雅
楽
で
は
黄
鐘
（A

）
の
ピ
ッ
チ
を

430H
Z

に
す
る
の
で
、
西
洋
音
楽
よ
り
少
し
低
い
）。
当
時
の
宮
中
雅
楽
の
ピ
ッ
チ
は
不
明
の

た
め
上
下
一
律
程
度
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
現
在
の
下
無
（#F

）
か
ら
鳧
鐘
（#G

）

の
間
と
い
う
の
が
一
応
の
目
安
と
な
る
。

（
32
）
田
邉
尚
雄
「
元
禄
年
間
に
作
ら
れ
た
十
八
本
の
律
管
」（『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
四
九
〇
、
一
九

二
二
年
）
に
よ
る
と
、斎
藤
元
成
作
の
律
管
は
大
正
時
代
に
は
伝
存
し
て
い
た
。
現
状
は
不
詳
。

（
33
）
『
要
覧
』
で
は
漢
文
体
の
ま
ま
引
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
尚
書
』
は
池
田
末
利
『
全
訳

漢
文
体
系
一
一

尚
書
』（
集
英
社
、
一
九
七
六
年
）、『
論
語
』
は
中
村
惕
斎
講
述
『
論
語
示

蒙
句
解
』（『
漢
籍
国
字
解
全
書

一
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
六
年
）
を
参
照
し
て
読

み
下
し
た
。

（
34
）
『
日
本
歴
史
大
事
典
』
三
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

【
付
記
】
本
稿
脱
稿
後
に
、
中
村
惕
斎
の
楽
律
学
に
関
す
る
以
下
の
論
考
が
著
さ
れ
た
の
で
追
記
し

て
お
き
た
い
。

榧
木
亨
「
中
村
惕
斎
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
と
そ
の
日
本
雅
楽
研
究
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
中
国

文
学
会
紀
要
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
三
年
）

榧
木
亨「『
道
学
資
講
』に
お
け
る『
律
呂
新
書
』研
究
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』第
三
五
号
、

二
〇
一
四
年
）

山
寺
三
知「
校
点『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
1
）」（『
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』

第
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
）

（
二
〇
一
四
年
一
月
八
日

追
記
）

（
東
京
学
芸
大
学
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
系
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
員
）

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
審
査
終
了
）
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Preliminary Essay over Study about the Tune of Nakamura Tekisai’s 
and Early Modern Japan

ENDO Toru

Study about the tune based on Confucianism was done actively in Japan before the modern era where

Western Musicology was not yet introduced. This paper discusses the feature and meaning of the Study

about the tune which was done in Edo period（1603-1867）, focusing Nakamura Tekisai（1629-1702） , 

The Confucian scholar of Kyoto. In this paper, I show characteristic points of Nakamura Tekisai’s study 

about the tune can count the following six . 

① Based on “Ritsu ryo Shin sho” written by Tsai Yuan-ting who was a scholar of the Sung dynasty 

in China, he showed that the pitch pipe of “Koh shoh” used as the standard of the tune could be also a 

standard of weights and measurements. ② Based on “Ritsu ryo Shin sho”, he built the foundation of the

mathematical temperment understanding that can be seen consistently to Study about the tune which

was done at the Edo period. ③ He did not accept  “kouki（a method of observe Ki）” that  was explained

in “Ritsu ryo Shin sho” as how to ask for ideal tune, but he presented his view point that basis of the 

ideal standard tune is a voice.  ④When he searched for ideal tune of Chinese ancient times（that era

was considered that the ideal tune had been realized）, he respected the actual proof remaining in Japan

and the experiment. ⑤ In the searching for ancient tuning, he claimed that Japan had predominance 

conditions. ⑥ He wanted ancient music to be revived someday and studied the ideal tuning as the

foundation for it. 

Key words: tune, Nakamura Tekisai, Ritsu ryo Shin sho, ancient music revival, Edo period


